
 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

中
世
文
学
資
料
解
題
① 

九
五 

は
じ
め
に 

  

本
稿
は
当
館
所
蔵
の
資
料
の
う
ち
、
鎌
倉
時
代
～
室
町
時
代
に
か
け
て
成
立
し
た
文

学
作
品
（
中
世
文
学
）
お
よ
び
後
世
に
成
立
し
た
そ
の
注
釈
書
類
の
書
誌
解
題
で
あ
る
。

広
く
一
般
の
利
用
に
供
す
る
た
め
、
作
品
解
説
を
加
え
て
掲
載
す
る
。 

 

今
回
は
『
改
訂 

内
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
』
の
「
国
文
」
の
項
目
に
挙
げ
ら
れ
て

い
る
資
料
か
ら
、
該
当
の
資
料
を
抽
出
し
て
調
査
し
た
。
旧
蔵
者
は
紅
葉
山
文
庫
・
昌

平
坂
学
問
所
・
和
学
講
談
所
な
ど
多
岐
に
及
ぶ
が
、
近
世
初
期
に
出
版
さ
れ
た
注
釈
書

も
多
く
含
み
、
中
世
文
学
の
享
受
の
実
態
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

な
お
、
挿
絵
を
伴
う
資
料
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
北
の
丸
』
第
四
五
号
（
平
成
二

五
年
）
～
五
〇
号
（
平
成
三
〇
年
）
に
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
①
～
⑥
」

と
し
て
紹
介
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。 

  

【
一
】
保
元
物
語 

江
戸
時
代
前
期
写 

二
冊 

和
学
講
談
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
七
四
］ 

  

本
資
料
は
三
巻
か
ら
成
る
軍
記
物
語
『
保
元
物
語
』
の
写
本
。
但
し
巻
上
が
欠
け
て

い
る
。
二
冊
。
袋
綴
。
当
館
所
蔵
の
『
平
治
物
語
』
（
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
七
五
）

と
ツ
レ
。 

 

『
保
元
物
語
』
は
皇
位
継
承
問
題
か
ら
勃
発
し
た
保
元
の
乱
を
、
源
為
朝
を
中
心
に

描
い
た
軍
記
物
語
で
あ
る
。
作
者
・
成
立
年
代
と
も
に
未
詳
。
成
立
年
代
の
異
な
る
多

く
の
諸
本
が
伝
来
す
る
。
敗
者
の
視
点
に
た
っ
て
悲
劇
的
な
語
り
を
展
開
す
る
の
は
他

の
軍
記
物
と
同
様
で
あ
る
が
、『
保
元
物
語
』
に
特
徴
的
な
の
は
、
為
朝
の
超
人
的
な
剛

勇
ぶ
り
で
、
鬼
を
従
え
伊
豆
七
島
を
支
配
す
る
な
ど
伝
説
的
な
物
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

但
し
、
本
資
料
は
諸
本
の
う
ち
金
刀
比
羅
本
系
統
と
考
え
ら
れ
、
島
渡
に
始
ま
る
為

朝
説
話
を
欠
く
。
写
本
と
し
て
は
最
も
多
く
流
布
し
た
と
考
え
ら
れ
る
系
統
で
あ
る
。

漢
字
仮
名
ま
じ
り
の
本
文
。
本
資
料
は
朱
書
で
点
が
付
さ
れ
る
。 

 

本
資
料
は
巻
上
を
欠
く
た
め
、
第
一
冊
目
の
内
題
が
「
保
元
物
語
中
」、
第
二
冊
目
の

内
題
が
「
保
元
物
語
下
」
と
な
っ
て
い
る
。
外
題
は
、
第
一
冊
目
は
文
字
が
一
部
欠
け

て
い
る
が
、
第
二
冊
目
が
「
保
元
物
語 

下
」
と
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
第
一
冊
目
も

「
保
元
物
語 

中
」
だ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
布
目
紙
に
雲
母
を
引
い
た
題
簽
に
墨
書

さ
れ
て
い
る
。『
平
治
物
語
』（
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
七
五
）
と
同
じ
題
簽
で
あ
る
。 

第
二
冊
目
に
押
印
さ
れ
て
い
る
蔵
書
印
か
ら
見
て
、
本
資
料
は
和
学
講
談
所
の
旧
蔵
と

想
定
さ
れ
る
。 

【
書
誌
】 

 
外
題
・
①
「
保
元
物
〔
語 

中
〕
」（
一
部
欠
）
、
②
「
保
元
物
語 

下
」
左
肩
布
目
型

押
雲
母
引
料
紙
題
簽
（
二
〇
・
五
糎
×
四
・
〇
糎
） 

 

内
題
・「
保
元
物
語
」 

 

表
紙
・
香
色
表
紙
（
二
九
・
〇
糎
×
二
一
・
〇
糎
） 

 
 

中
世
文
学
資
料
解
題
① 

星 
 
 

瑞 

穂 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

中
世
文
学
資
料
解
題
① 

九
六 

 
料
紙
・
楮
紙 

 
行
数
・
毎
半
葉
一
〇
行 

 

字
面
高
さ
・
二
六
・
〇
糎 

 

匡
郭
・
な
し 

 

墨
付
丁
数
・
①
五
八
丁
、
②
四
四
丁 

 

印
記
・
①
一
オ
「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」
、
②
一
オ
「
書
籍
館
印
」「
浅
草
文 

庫
」
「
和
学
講
談
所
」「
日
本
政
府
図
書
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

写
年
・
書
写
者
と
も
に
不
明 

  

【
二
】
保
元
物
語
（
半
井
本
） 

写
年
不
明 

三
冊 

和
学
講
談
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
七
一
］ 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
保
元
物
語
』
の
写
本
で
、「
内
閣
文
庫
蔵
半
井
本
」
と
し
て
知

ら
れ
る
も
の
。
三
巻
三
冊
。
袋
綴
。
『
平
治
物
語
』
（
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
七
三
）
、

〔
保
元
平
治
物
語
附
録
〕
（
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
七
二
）
と
ツ
レ
。 

 

半
井
本
は
『
保
元
物
語
』
諸
本
の
う
ち
、
完
本
と
し
て
は
最
も
古
態
を
残
す
本
文
を

持
つ
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。『
参
考
保
元
物
語
』
は
、
医
家
で
あ
っ
た
半
井
通
仙
院
（
和

気
瑞
栄
）
の
旧
蔵
だ
っ
た
こ
と
か
ら
「
半
井
本
」
と
称
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
本
資
料

は
こ
の
半
井
通
仙
院
旧
蔵
書
か
ら
の
転
写
本
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
漢
字
片
仮

名
ま
じ
り
文
。 

 

外
題
に
は
「
保
元
物
語 

上
（
中
・
下
）
／
半
井
氏
家
蔵
」
と
金
の
題
簽
に
墨
書
さ

れ
て
い
る
。
各
冊
一
丁
目
右
下
に
「
玄
圃
斎
蔵
」
の
朱
印
が
あ
る
。
同
じ
印
記
が
鹿
児

島
大
学
附
属
図
書
館
の
『
参
考
保
元
平
治
物
語
』
に
あ
る
。 

 

本
資
料
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
保
元
物
語
』
の
底
本
と
な
っ
て
い
る
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・
①
～
③
「
保
元
物
語 

上
（
中
・
下
）
／
半
井
氏
家
蔵
」
左
肩
金
色
料
紙
題

簽
（
一
八
・
〇
糎
×
三
・
五
糎
）
に
墨
書 

 

内
題
・「
保
元
物
語
」 

 

表
紙
・
香
色
表
紙
（
二
七
・
〇
糎
×
一
九
・
八
糎
） 

 

料
紙
・
楮
紙 

 

行
数
・
毎
半
葉
九
行 

 

字
面
高
さ
・
二
一
・
五
糎 

 

匡
郭
・
な
し 

 

墨
付
丁
数
・
①
三
七
丁
、
②
四
二
丁
、
③
四
九
丁 

 

印
記
・「
大
学
蔵
書
」「
書
籍
館
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
和
学
講
談
所
」「
浅
草
文
庫
」

「
玄
圃
斎
蔵
」「
内
閣
文
庫
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

写
年
・
書
写
者
と
も
に
不
明
。 

  

【
三
】
保
元
物
語 

写
年
不
明 

三
冊 

井
上
頼
圀
旧
蔵 

［
請
求
番
号
特
〇
四
六
‐
〇
〇
〇
七
］ 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
保
元
物
語
』
の
写
本
。
綴
葉
装
。
三
冊
。
『
平
治
物
語
』
（
請

求
番
号
特
〇
四
六
‐
〇
〇
〇
七
）
と
ツ
レ
。 

 

紺
に
金
泥
で
秋
草
文
様
の
描
か
れ
た
表
紙
（
二
四
・
七
糎
×
一
七
・
五
糎
）
を
持
ち
、

左
肩
に
金
泥
秋
草
文
様
の
朱
色
料
紙
の
題
簽
（
一
五
・
七
糎
×
二
・
七
糎
）
に
墨
書
で

外
題
が
出
さ
れ
て
い
る
。
見
返
し
は
布
目
紙
に
金
切
箔
と
銀
砂
子
の
装
飾
。
本
文
料
紙



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

中
世
文
学
資
料
解
題
① 

九
七 

も
斐
楮
混
ぜ
漉
き
の
厚
手
の
料
紙
や
布
目
紙
を
用
い
て
お
り
、
体
裁
か
ら
見
て
嫁
入
り

本
に
類
す
る
豪
華
本
で
あ
る
。
『
平
治
物
語
』
（
請
求
番
号
特
〇
四
六
‐
〇
〇
〇
七
）
と

一
緒
に
木
製
の
箱
（
二
七
・
五
糎
×
二
〇
・
〇
糎
×
七
・
五
糎
）
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

箱
の
蓋
に
は
中
央
に
「
保
元
平
治
」
と
銀
泥
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
酸
化
し
て

黒
色
に
な
っ
て
い
る
。 

 

序
文
を
有
す
る
点
か
ら
版
本
系
統
の
本
文
と
判
断
さ
れ
、
特
に
古
活
字
版
系
統
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

本
資
料
の
第
一
丁
目
の
蔵
書
印
「
井
上
氏
」（
二
・
〇
糎
×
二
・
〇
糎
）
か
ら
見
て
、

井
上
頼
圀
の
旧
蔵
と
考
え
ら
れ
る
。
井
上
頼
圀
の
蔵
書
は
そ
の
多
く
が
現
在
無
窮
会
専

門
図
書
館
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
が
、
一
部
が
散
逸
し
て
い
る
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・
①
「
保
元
物
語 

一
」
、
②
「
保
元
物
か
た
り 

二
」
、
③
「
保
元
も
の
か
た

り 

三
」
左
肩
朱
色
地
金
泥
秋
草
文
様
料
紙
題
簽
（
一
五
・
七
糎
×
二
・
七
糎
）
に
墨

書 

 

内
題
・「
保
元
物
語
」 

 

表
紙
・
紺
地
金
泥
秋
草
文
様
表
紙
（
二
四
・
七
糎
×
一
七
・
五
糎
） 

 

見
返
し
・
金
切
箔
銀
砂
子
布
目
型
押
料
紙 

 

料
紙
・
斐
楮
混
ぜ
漉
き
紙 

 

行
数
・
毎
半
葉
一
〇
行 

 

字
面
高
さ
・
二
一
・
五
糎 

 

匡
郭
・
な
し 

 

墨
付
丁
数
・
①
四
四
丁
、
②
五
一
丁
、
③
五
二
丁 

 

印
記
・「
日
本
政
府
図
書
」「
井
上
氏
」
（
二
・
〇
糎
×
二
・
〇
糎
） 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

写
年
・
書
写
者
と
も
に
不
明
。
体
裁
や
筆
跡
か
ら
見
て
、
江
戸
時
代
前
期
の
写
と
想

像
さ
れ
る
。 

  

【
四
】
保
元
物
語 

刊
年
不
明 

一
冊 

紅
葉
山
文
庫
旧
蔵 

［
請
求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
二
七
］ 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
保
元
物
語
』
の
版
本
。
全
三
巻
を
合
冊
し
て
一
冊
。
袋
綴
。 

 

本
文
は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
。
序
文
が
独
立
し
て
い
る
点
、
内
題
を
「
保
元
合
戦
記
」

と
す
る
点
な
ど
か
ら
見
て
、
寛
永
整
版
本
の
後
印
か
と
想
像
さ
れ
る
。『
平
治
物
語
』（
請

求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
三
六
）
の
ツ
レ
。 

 

縹
色
の
表
紙
（
二
七
・
〇
糎
×
一
八
・
七
糎
）
に
、
四
周
双
辺
の
刷
題
簽
（
一
八
・

〇
糎
×
三
・
六
糎
）
で
「
保
元
物
語 

全
」
と
外
題
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。（
こ
の
表
紙

と
題
簽
は
後
補
と
想
像
さ
れ
る
。
）
一
方
で
内
題
は
「
保
元
合
戦
記
」
で
あ
る
。
そ
し
て

版
心
に
は
「
保
元
」
と
あ
る
。
版
心
は
中
黒
口
に
花
口
魚
尾
。 

 

匡
郭
は
四
周
双
辺
。
無
界
。 

 

本
資
料
は
紅
葉
山
文
庫
の
旧
蔵
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
保
元
物
語
」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
八
・
〇
糎
×
三
・
五
糎
） 

 

内
題
・「
保
元
合
戦
記
」 

 

表
紙
・
縹
色
表
紙
（
二
七
・
〇
糎
×
一
八
・
七
糎
） 

 

見
返
し
・
「
日
本
政
府
図
書
」
（
蔵
書
票
）
貼
付 

 
料
紙
・
楮
紙 

 

行
数
・
毎
半
葉
一
一
行 

 

字
面
高
さ
・
二
一
・
七
糎 

 

匡
郭
・
四
周
双
辺
（
二
一
・
七
糎
×
一
六
・
七
糎
） 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

中
世
文
学
資
料
解
題
① 

九
八 

 
墨
付
丁
数
・
九
七
丁 

 
印
記
・「
日
本
政
府
図
書
」「
秘
閣
図
書
之
章
」
「
内
閣
文
庫
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

刊
記
が
な
い
た
め
、
詳
細
は
不
明
。
寛
永
整
版
本
の
後
印
か
。 

  

【
五
】
保
元
物
語 

貞
享
二
年
刊 

三
冊 

内
務
省
旧
蔵 

［
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
六
九
］ 

  

拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
①
」
（
『
北
の
丸
』
第
四
五
号
、
平
成
二
五

年
）
参
照
の
こ
と
。 

  

【
六
】
参
考
保
元
物
語 

刊
年
不
明 

九
冊 

太
政
官
正
院
地
志
課
・
地
理
寮
地
誌
課
・
内
務
省
地
理
局 

 

［
請
求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
一
四
］ 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
保
元
物
語
』
の
注
釈
書
で
あ
る
『
参
考
保
元
物
語
』
の
版
本
。

三
巻
九
冊
。
袋
綴
。『
参
考
平
治
物
語
』
と
合
刻
で
あ
り
、
本
資
料
は
請
求
番
号
一
六
七

‐
〇
〇
三
八
の
ツ
レ
。
元
禄
六
年
版
の
後
刷
か
。 

 

水
戸
藩
で
は
徳
川
光
圀
の
命
に
よ
り
、『
大
日
本
史
』
編
纂
な
ど
の
修
史
事
業
が
行
わ

れ
た
が
、
本
書
も
そ
の
中
の
ひ
と
つ
で
、『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
や
『
参
考
太
平
記
』
等

と
の
一
連
の
著
作
で
あ
る
。
そ
の
た
め
史
実
の
考
証
に
主
眼
が
置
か
れ
て
お
り
、
物
語

表
現
と
し
て
の
考
察
な
ど
は
多
く
な
く
、『
保
元
物
語
』
が
歴
史
書
の
ひ
と
つ
と
し
て
受

容
さ
れ
て
い
た
様
子
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
底
本
に
は
版
本
系
統
の
本
文
が
用
い
ら
れ
、

杉
原
本
・
京
師
本
・
鎌
倉
本
・
半
井
本
・
岡
崎
本
の
五
つ
の
諸
本
と
の
異
同
が
比
較
検

討
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
う
ち
の
岡
崎
本
は
、
現
在
所
在
不
明
と
な
っ
て
お
り
、

本
書
の
記
載
が
貴
重
な
資
料
と
な
る
。
凡
例
に
は
『
保
元
物
語
』
の
作
者
を
中
原
師
梁

と
す
る
独
自
の
説
を
立
て
る
。 

 

表
紙
・
題
簽
と
も
に
原
装
の
ま
ま
と
推
定
さ
れ
る
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
参
考
保
元
物
語
」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
八
・
三
糎
×
三
・
五
糎
） 

 

内
題
・「
参
考
保
元
物
語
」 

 

表
紙
・
赤
茶
色
卍
繋
地
雲
文
艶
出
表
紙
（
二
五
・
五
糎
×
一
八
・
〇
糎
） 

 

見
返
し
・
封
面
「
江
府
書
肆 

松
雲
斎
／
参
考
保
元
物
語
／
京
師
書
堂 

柳
枝
軒
」 

 

料
紙
・
楮
紙 

 

行
数
・
毎
半
葉
九
行 

 

字
面
高
さ
・
二
一
・
〇
糎 

 

匡
郭
・
四
周
双
辺
（
二
一
・
〇
糎
×
一
四
・
八
糎
）、
無
界 

 

墨
付
丁
数
・
①
四
八
丁
、
②
三
二
丁
、
③
三
九
丁
、
④
六
九
丁
、
⑤
三
八
丁
、
⑥
五

五
丁
、
⑦
三
八
丁
、
⑧
四
八
丁
、
⑨
二
九
丁 

 

印
記
・「
地
誌
備
用
図
籍
之
記
」
「
日
本
政
府
図
書
」
（
各
冊
一
オ
） 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

本
資
料
は
『
参
考
平
治
物
語
』
と
合
刻
の
た
め
、
刊
記
は
『
参
考
平
治
物
語
』（
請
求

番
号
一
六
七
‐
〇
〇
三
八
）
の
末
尾
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
参
考

平
治
物
語
』
（
請
求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
三
八
）
の
項
で
述
べ
る
。 

  

【
七
】
参
考
保
元
物
語 

元
禄
六
年
刊 

三
冊 

旧
蔵
者
不
明 

［
請
求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
三
三
］ 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

中
世
文
学
資
料
解
題
① 

九
九 

  
本
資
料
は
前
掲
資
料
と
同
版
の
『
参
考
保
元
物
語
』
で
あ
る
。『
参
考
平
治
物
語
』（
請

求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
三
二
）
の
ツ
レ
。
袋
綴
。
合
冊
さ
れ
て
三
巻
三
冊
。 

 

各
冊
一
丁
目
に
旧
蔵
者
の
も
の
と
思
わ
れ
る
「
賞
雪
堂
図
書
之
印
」（
四
・
〇
糎
×
一
・

五
糎
、
長
方
陽
刻
）
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
見
返
し
は
封
面
で
「
江
府
書
肆 

松
雲

斎
／
参
考
保
元
物
語
／
京
師
書
堂 

柳
枝
軒
」
と
あ
る
の
は
前
掲
資
料
と
同
じ
だ
が
、

直
径
六
糎
の
魁
星
印
、
ほ
か
印
記
二
種
あ
り
。 

 

外
題
は
左
肩
に
香
色
の
料
紙
に
墨
書
で
出
し
て
あ
る
が
、
第
三
冊
目
の
み
下
部
が
欠

け
て
い
る
。 

 

ま
た
第
一
冊
目
の
二
九
オ
・
三
〇
オ
に
旧
蔵
者
の
も
の
と
見
ら
れ
る
附
箋
が
貼
付
さ

れ
て
い
る
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
参
考
保
元
物
語 

一
（
～
〔
三
〕）
」
左
肩
香
色
料
紙
題
簽
（
一
八
・
五
糎
×

四
・
三
糎
）
に
墨
書 

 

内
題
・「
参
考
保
元
物
語
」 

 

表
紙
・
砥
粉
色
布
目
型
押
表
紙
（
二
五
・
七
糎
×
一
九
・
〇
糎
） 

 

見
返
し
・
封
面
「
江
府
書
肆 

松
雲
斎
／
参
考
保
元
物
語
／
京
師
書
堂 
柳
枝
軒
」 

 

料
紙
・
楮
紙 

 

行
数
・
毎
半
葉
九
行 

 

字
面
高
さ
・
二
一
・
〇
糎 

 

匡
郭
・
四
周
双
辺
（
二
一
・
〇
糎
×
一
四
・
八
糎
）、
無
界 

 

墨
付
丁
数
・
①
一
三
〇
丁
、
②
一
六
二
丁
、
③
一
一
五
丁 

 

印
記
・「
日
本
政
府
図
書
」（
蔵
書
票
、
遊
紙
）
「
秘
閣
図
書
之
章
」
（
甲
、
①
一
オ
）

「
秘
閣
図
書
之
章
」
（
乙
）
「
日
本
政
府
図
書
」「
賞
雪
堂
図
書
之
印
」（
各
冊
一
オ
） 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

本
資
料
は
『
参
考
平
治
物
語
』
と
合
刻
の
た
め
、
刊
記
は
『
参
考
平
治
物
語
』（
請
求

番
号
一
六
七
‐
〇
〇
三
二
）
の
末
尾
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
参
考

平
治
物
語
』
（
請
求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
三
二
）
の
項
で
述
べ
る
。 

  

【
八
】
参
考
保
元
物
語 

天
保
一
〇
年
刊 

八
冊 

元
老
院
旧
蔵 

［
請
求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
三
四
］ 

  

本
資
料
は
天
保
一
〇
年
版
の
『
参
考
保
元
物
語
』
で
、
『
参
考
平
治
物
語
』
（
請
求
番

号
二
〇
三
‐
〇
一
六
七
）
と
ツ
レ
。
袋
綴
。
三
巻
八
冊
。 

 

『
参
考
保
元
物
語
』
は
、
一
巻
が
上
・
中
・
下
の
三
冊
で
、
三
巻
九
冊
と
な
っ
て
い

る
場
合
が
多
い
が
、
本
資
料
の
場
合
は
巻
二
が
上
下
二
冊
に
な
っ
て
い
る
た
め
全
八
冊
。 

 

①
一
オ
に
蔵
書
印
「
元
老
院
図
書
記
」「
太
政
官
文
庫
」「
静
斎
蔵
書
」（
四
・
一
糎
×

二
・
三
糎
、
長
方
陽
刻
）
の
三
種
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
元
老
院
以
前
の
旧
蔵
者
に
つ
い

て
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
同
じ
「
静
斎
蔵
書
」
の
印
が
国
文
学
研
究
資
料
館
が
所
蔵
す

る
『
京
の
水
』
（
秋
里
籬
島
編
、
下
河
辺
拾
水
画
）
に
捺
さ
れ
て
い
る
。 

 

外
題
は
四
周
双
辺
の
刷
題
簽
（
一
八
・
五
糎
×
三
・
七
糎
）
で
貼
付
さ
れ
て
い
る
が
、

第
一
冊
目
は
一
部
剥
落
し
て
い
る
。 

 

ま
た
前
掲
資
料
と
異
な
り
、
本
資
料
の
見
返
し
に
封
面
は
な
い
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
〔
参
〕
考
保
元
物
語 

一
上
（
～
三
下
）
」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
八
・

五
糎
×
三
・
七
糎
） 

 

内
題
・「
参
考
保
元
物
語
」 

 

表
紙
・
代
赭
色
表
紙
（
二
五
・
〇
糎
×
一
八
・
〇
糎
） 

 

料
紙
・
楮
紙 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

中
世
文
学
資
料
解
題
① 

一
〇
〇 

 
行
数
・
毎
半
葉
九
行 

 
字
面
高
さ
・
二
一
・
〇
糎 

 

匡
郭
・
四
周
双
辺
（
二
一
・
〇
糎
×
一
四
・
八
糎
）、
無
界 

 

墨
付
丁
数
・
①
四
七
丁
、
②
三
二
丁
、
③
三
八
丁
、
④
六
九
丁
、
⑤
五
四
丁
、
⑥
三

八
丁
、
⑦
四
七
丁
、
⑧
二
九
丁 

 

印
記
・「
元
老
院
図
書
記
」「
太
政
官
文
庫
」
「
静
斎
文
庫
」（
①
一
オ
） 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

本
資
料
は
『
参
考
平
治
物
語
』
と
合
刻
の
た
め
、
刊
記
は
『
参
考
平
治
物
語
』（
請
求

番
号
二
〇
三
‐
〇
一
六
七
）
の
末
尾
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
参
考

平
治
物
語
』
（
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
六
七
）
の
項
で
述
べ
る
。 

  

【
九
】
参
考
保
元
物
語 

刊
年
不
明 

九
冊 

教
部
省
旧
蔵 

［
請
求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
三
五
］ 

  

本
資
料
は
元
禄
六
年
版
の
『
参
考
保
元
物
語
』
の
再
版
で
、
『
参
考
平
治
物
語
』
（
請

求
番
号
一
六
六
‐
〇
三
五
七
）
の
ツ
レ
。
袋
綴
。
九
冊
。 

 

本
資
料
は
教
部
省
の
旧
蔵
で
、
各
冊
の
第
一
丁
目
に
「
宣
教
使
」
「
教
部
省
文
庫
印
」

の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
・
題
簽
と
も
に
前
掲
の
『
参
考
保
元
物
語
』（
請
求
番
号

一
六
七
‐
〇
〇
一
四
）
と
同
じ
で
、
原
装
の
ま
ま
と
考
え
ら
れ
る
。
見
返
し
の
封
面
も

同
様
で
、
「
江
府
書
肆 

松
雲
斎
／
参
考
保
元
物
語
／
京
師
書
堂 

柳
枝
軒
」
と
あ
る
。

但
し
、
魁
星
印
等
の
印
記
は
見
ら
れ
な
い
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
〔
参
〕
考
保
元
物
語 

一
上
（
～
三
下
）
」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
八
・

三
糎
×
三
・
七
糎
） 

 

内
題
・「
参
考
保
元
物
語
」 

 

表
紙
・
赤
茶
色
卍
繋
地
雲
文
艶
出
表
紙
（
二
五
・
五
糎
×
一
八
・
〇
糎
） 

 

料
紙
・
楮
紙 

 

行
数
・
毎
半
葉
九
行 

 

字
面
高
さ
・
二
一
・
〇
糎 

 

匡
郭
・
四
周
双
辺
（
二
一
・
〇
糎
×
一
四
・
八
糎
）、
無
界 

 

墨
付
丁
数
・
①
三
六
丁
、
②
三
三
丁
、
③
三
九
丁
、
④
六
九
丁
、
⑤
三
八
丁
、
⑥
五

五
丁
、
⑦
三
八
丁
、
⑧
四
八
丁
、
⑨
二
九
丁 

 

印
記
・「
宣
教
使
」「
教
部
省
文
庫
印
」「
図
書
局
文
庫
」「
太
政
官
文
庫
」「
日
本
政
府

図
書
」「
内
一
二
五
九
三
号
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

本
資
料
は
『
参
考
平
治
物
語
』
と
合
刻
の
た
め
、
刊
記
は
『
参
考
平
治
物
語
』（
請
求

番
号
一
六
六
‐
〇
三
五
七
）
の
末
尾
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
参
考

平
治
物
語
』
（
請
求
番
号
一
六
六
‐
〇
三
五
七
）
の
項
で
述
べ
る
。 

  

【
一
〇
】
参
考
保
元
物
語 

刊
年
不
明 

九
冊 

浜
松
藩
克
明
館
旧
蔵 

［
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
六
八
］ 

  

本
資
料
は
元
禄
六
年
版
『
参
考
保
元
物
語
』
の
後
刷
で
、
『
参
考
平
治
物
語
』
（
請
求

番
号
一
六
七
‐
〇
〇
三
一
）
の
ツ
レ
。
共
に
浜
松
藩
校
克
明
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も

の
で
あ
る
。
袋
綴
。
九
冊
。 

 

本
資
料
に
は
各
冊
そ
れ
ぞ
れ
に
浜
松
藩
克
明
館
の
蔵
書
印
が
二
種
ず
つ
捺
印
さ
れ
て

い
る
。
見
返
と
裏
見
返
に
縦
型
の
「
克
明
館
文
庫
印
」（
九
・
〇
糎
×
六
・
〇
糎
、
藍
色

陽
刻
印
）
、
各
冊
の
最
初
の
二
丁
と
最
後
の
二
丁
の
天
に
横
型
の
「
克
明
館
蔵
書
」（
二
・



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

中
世
文
学
資
料
解
題
① 

一
〇
一 

二
糎
×
八
・
〇
糎
、
藍
色
陽
刻
印
）
が
見
え
る
。
ほ
か
に
各
冊
一
丁
目
に
円
型
の
墨
印

「
書
林 

松
本
」（
直
径
二
・
〇
糎
）
、
各
冊
一
丁
目
右
下
に
「
惜
陰
堂
蔵
書
印
」（
二
・

五
糎
×
一
・
八
糎
、
長
方
陽
刻
印
）
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
克
明
館
か
ら
流
出
し
た
の
ち
、

貸
本
屋
な
ど
を
経
て
か
ら
当
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
こ
と
が
類
推
さ
れ
る
。 

 

克
明
館
は
弘
化
二
年
の
設
置
で
、
教
官
と
し
て
は
名
倉
松
窓
（
予
何
人
）
が
著
名
で

あ
る
。
近
世
後
期
に
藩
の
財
政
が
大
き
く
傾
い
た
際
、
人
材
養
成
・
登
用
が
急
務
と
な

り
、
水
野
忠
邦
の
時
代
に
藩
校
と
し
て
経
誼
館
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
れ
に
引
き
続
き
、

井
上
正
春
・
正
直
の
時
代
に
設
置
さ
れ
た
の
が
克
明
館
で
あ
る
。
町
人
の
子
弟
に
も
門

戸
が
開
か
れ
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
当
館
に
は
克
明
館
旧
蔵
書
が
い
く
つ
か
所
蔵

さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
『
大
和
物
語
』（
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
〇
六
二
）
も
そ
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
参
考
保
元
物
語 

一
上
（
～
三
下
）
」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
八
・
五

糎
×
三
・
五
糎
） 

 

内
題
・「
参
考
保
元
物
語
」 

 

表
紙
・
代
赭
色
表
紙
（
二
五
・
五
糎
×
一
八
・
二
糎
） 

 

料
紙
・
楮
紙 

 

行
数
・
毎
半
葉
九
行 

 

字
面
高
さ
・
二
一
・
〇
糎 

 

匡
郭
・
四
周
双
辺
（
二
一
・
〇
糎
×
一
四
・
八
糎
）、
無
界 

 

墨
付
丁
数
・
①
三
六
丁
、
②
三
三
丁
、
③
三
九
丁
、
④
六
九
丁
、
⑤
三
八
丁
、
⑥
五

五
丁
、
⑦
三
八
丁
、
⑧
四
八
丁
、
⑨
三
三
丁 

 

印
記
・「
克
明
館
文
庫
印
」（
九
・
〇
糎
×
六
・
〇
糎
、
藍
色
陽
刻
印
）、
「
克
明
館
蔵

書
」（
二
・
二
糎
×
八
・
〇
糎
、
藍
色
陽
刻
印
）
が
見
え
る
。「
書
林 

松
本
」（
直
径
二
・

〇
糎
、
円
型
陽
刻
墨
印
）
、「
惜
陰
堂
蔵
書
印
」（
二
・
五
糎
×
一
・
八
糎
、
長
方
陽
刻
印
） 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

本
資
料
は
『
参
考
平
治
物
語
』
と
合
刻
の
た
め
、
刊
記
は
『
参
考
平
治
物
語
』（
請
求

番
号
一
六
七
‐
〇
〇
三
一
）
の
末
尾
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
参
考

平
治
物
語
』
（
請
求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
三
一
）
の
項
で
述
べ
る
。 

  

【
一
一
】
参
考
保
元
物
語 

元
禄
六
年
刊 

一
二
冊 

浅
草
文
庫
旧
蔵 

［
請
求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
一
三
］ 

  

本
資
料
は
元
禄
六
年
版
『
参
考
保
元
物
語
』
だ
が
、
巻
三
中
・
下
を
欠
き
、
か
つ
巻

一
上
を
欠
い
た
『
参
考
平
治
物
語
』
と
組
み
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
一
二
冊
。
袋

綴
。 

 

各
冊
一
丁
目
に
「
日
本
政
府
図
書
」
と
「
浅
草
文
庫
」
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
以
前
の
旧
蔵
者
に
つ
い
て
は
不
明
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・
①
～
⑦
「
参
考
保
元
物
語 

〔
一
上
〕（
～
三
下
）
」、
⑧
～
⑫
「
参
考
平
治
物

語
一
下
（
～
三
下
）
」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
八
・
〇
糎
×
三
・
八
糎
） 

 

内
題
・「
参
考
保
元
物
語
」 

 

表
紙
・
紺
色
表
紙
（
二
六
・
五
糎
×
一
八
・
〇
糎
） 

 

料
紙
・
楮
紙 

 

行
数
・
毎
半
葉
九
行 

 
字
面
高
さ
・
二
一
・
〇
糎 

 

匡
郭
・
四
周
双
辺
（
二
一
・
〇
糎
×
一
四
・
八
糎
）、
無
界 

 

墨
付
丁
数
・
①
四
七
丁
、
②
三
一
丁
、
③
三
九
丁
、
④
六
九
丁
、
⑤
三
八
丁
、
⑥
五

五
丁
、
⑦
三
八
丁
、
⑧
四
八
丁
、
⑨
三
三
丁
、
⑩
四
四
丁
、
⑪
五
八
丁
、
⑫
四
一
丁 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

中
世
文
学
資
料
解
題
① 

一
〇
二 

 
印
記
・「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

『
参
考
平
治
物
語
』
の
末
尾
で
あ
る
⑫
四
一
ウ
に
刊
記
あ
り
。
四
周
単
辺
の
枠
（
一

四
・
〇
糎
×
五
・
三
糎
）
内
。「
武
江
書
肆
冨
野
治
右
衛
門
勝
武
／
元
禄
六
癸
酉
年
十
一

月
十
三
日 

寿
梓
／
京
兆
書
林
茨
城
多
左
衛
門
方
道
」 

 

京
の
茨
城
多
左
衛
門
方
道
は
、
小
川
多
左
衛
門
（
小
河
屋
、
柳
枝
軒
）
と
し
て
知
ら

れ
る
書
肆
で
、
本
書
を
手
掛
け
た
方
道
は
二
代
目
。
京
六
角
通
に
店
を
構
え
て
い
た
。

曹
洞
宗
御
用
書
林
。 

  

【
一
二
】
平
治
物
語 

江
戸
時
代
前
期
書
写 
三
冊 

和
学
講
談
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
七
五
］ 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
治
物
語
』
の
写
本
。
三
冊
。
袋
綴
。
前
掲
『
保
元
物
語
』

（
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
七
四
）
の
ツ
レ
。 

 

『
平
治
物
語
』
は
、
院
の
近
臣
で
あ
る
藤
原
信
頼
と
信
西
入
道
の
政
治
的
対
立
か
ら

勃
発
し
た
平
治
の
乱
を
描
く
。
悪
源
太
義
平
の
超
人
的
な
活
躍
を
中
心
に
、
源
義
朝
の

謀
殺
、
源
頼
朝
の
配
流
な
ど
平
治
の
乱
の
顛
末
が
描
か
れ
る
。『
保
元
物
語
』
の
姉
妹
編

と
し
て
捉
え
ら
れ
、
多
く
の
写
本
・
版
本
が
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
を
一
組
と
み

な
し
て
き
た
。 

 

本
資
料
も
『
保
元
物
語
』（
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
七
四
）
と
同
じ
装
丁
、
同
じ
題

簽
、
同
じ
筆
跡
な
ど
の
観
点
か
ら
、
ツ
レ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
文
は
金
刀
比
羅

本
系
統
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・
①
～
③
「
平
治
物
語 

上
（
～
下
）
」
左
肩
布
目
型
押
雲
母
引
料
紙
題
簽
（
二

〇
・
五
糎
×
四
・
〇
糎
） 

 

内
題
・「
平
治
物
語
」 

 

表
紙
・
香
色
表
紙
（
二
九
・
〇
糎
×
二
一
・
〇
糎
） 

 

料
紙
・
楮
紙 

 

行
数
・
毎
半
葉
一
〇
行 

 

字
面
高
さ
・
二
五
・
五
糎 

 

匡
郭
・
無
辺
無
界 

 

墨
付
丁
数
・
①
三
四
丁
、
②
三
六
丁
、
③
三
五
丁 

 

印
記
・「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」「
書
籍
館
印
」「
和
学
講
談
所
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
は
奥
書
を
持
た
ず
、
写
年
・
書
写
者
と
も
に
不
明
。
筆
跡
な
ど
か
ら
見
て
、

江
戸
時
代
前
期
の
写
か
と
推
定
さ
れ
る
。 

  

【
一
三
】
平
治
物
語 

江
戸
時
代
前
期
書
写 

三
冊 

井
上
頼
圀
旧
蔵 

［
請
求
番
号
特
〇
四
六
‐
〇
〇
〇
七
］ 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
治
物
語
』
の
写
本
。
綴
葉
装
。
三
冊
。
『
保
元
物
語
』
（
請

求
番
号
特
〇
四
六
‐
〇
〇
〇
六
）
と
ツ
レ
。 

 

前
掲
『
保
元
物
語
』（
請
求
番
号
特
〇
四
六
‐
〇
〇
〇
六
）
と
同
じ
、
紺
に
金
泥
で
秋

草
文
様
の
描
か
れ
た
表
紙
（
二
四
・
七
糎
×
一
七
・
五
糎
）
を
持
ち
、
左
肩
に
朱
色
地

に
金
泥
で
秋
草
文
様
を
施
し
た
題
簽
（
一
五
・
七
糎
×
二
・
七
糎
）
に
墨
書
で
外
題
が

出
さ
れ
て
い
る
。
見
返
し
も
布
目
紙
に
金
切
箔
と
銀
砂
子
の
装
飾
で
、
本
文
料
紙
も
斐

楮
混
ぜ
漉
き
の
厚
手
の
料
紙
や
布
目
紙
で
、
前
掲
『
保
元
物
語
』（
請
求
番
号
特
〇
四
六

‐
〇
〇
〇
六
）
に
共
通
し
、
一
緒
に
木
製
の
箱
（
二
七
・
五
糎
×
二
〇
・
〇
糎
×
七
・



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

中
世
文
学
資
料
解
題
① 

一
〇
三 

五
糎
）
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
箱
の
蓋
に
は
中
央
に
銀
泥
で
「
保
元
平
治
」
と
あ
り
。 

 
本
文
は
古
活
字
版
系
統
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

本
資
料
の
第
一
丁
目
に
井
上
頼
圀
の
蔵
書
印
「
井
上
氏
」
（
二
・
〇
糎
×
二
・
〇
糎
）

が
捺
さ
れ
て
い
る
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・
①
「
平
治
も
の
か
た
り 

一
」
、
②
「
平
治
も
の
か
た
り 

二
」
、
③
「
平
治

物
語 

三
」
左
肩
朱
色
地
金
泥
秋
草
文
様
料
紙
題
簽
（
一
五
・
七
糎
×
二
・
七
糎
）
に

墨
書 

 

内
題
・「
平
治
物
語
」 

 

表
紙
・
紺
地
金
泥
秋
草
文
様
表
紙
（
二
四
・
七
糎
×
一
七
・
三
糎
） 

 

見
返
し
・
金
切
箔
銀
砂
子
布
目
型
押
料
紙 

 

料
紙
・
斐
楮
混
ぜ
漉
き
紙 

 

行
数
・
毎
半
葉
一
〇
行 

 

字
面
高
さ
・
二
一
・
五
糎 

 

匡
郭
・
な
し 

 

墨
付
丁
数
・
①
五
二
丁
、
②
五
二
丁
、
③
六
〇
丁 

 

印
記
・「
日
本
政
府
図
書
」「
井
上
氏
」
（
二
・
〇
糎
×
二
・
〇
糎
） 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

写
年
・
書
写
者
と
も
に
不
明
。
体
裁
や
筆
跡
か
ら
見
て
、
江
戸
時
代
前
期
の
写
と
想

像
さ
れ
る
。 

  

【
一
四
】
平
治
物
語
（
半
井
本
） 

写
年
不
明 

三
冊 

和
学
講
談
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
七
三
］ 

 

 

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
治
物
語
』
の
写
本
で
、「
内
閣
文
庫
蔵
半
井
本
」
と
し
て
知

ら
れ
る
も
の
。
三
巻
三
冊
。
袋
綴
。
『
保
元
物
語
』
（
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
七
一
）
、

〔
保
元
平
治
物
語
附
録
〕
（
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
七
二
）
と
ツ
レ
。 

 

前
掲
『
保
元
物
語
』（
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
七
一
）
の
項
で
示
し
た
通
り
、
本
資

料
は
半
井
通
仙
院
旧
蔵
書
か
ら
の
転
写
本
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
『
保
元
物
語
』

に
お
い
て
半
井
本
は
最
も
古
態
を
留
め
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、『
平
治
物
語
』
で
は

陽
明
文
庫
本
が
最
も
古
く
、
半
井
本
は
ほ
か
の
諸
本
の
本
文
へ
と
変
化
し
て
い
く
過
渡

的
な
位
置
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
本
文
は
凡
そ
金
刀
比
羅
本
と
共
通
す
る
が
、

「
唐
僧
来
朝
」
な
ど
の
記
事
に
一
部
違
い
が
あ
る
。 

 

外
題
は
、
第
一
冊
目
の
み
四
周
双
辺
の
刷
題
簽
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
第
二
冊
以

降
は
、
『
保
元
物
語
』
（
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
七
一
）
と
同
じ
金
の
題
簽
に
墨
書
さ

れ
て
い
る
。
各
冊
一
丁
目
右
下
に
は
「
玄
圃
斎
蔵
」
の
朱
印
が
あ
り
、
同
じ
印
記
が
鹿

児
島
大
学
附
属
図
書
館
の
『
参
考
保
元
平
治
物
語
』
に
あ
る
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・
①
「
平
治
物
語 

半
井
氏
家
蔵 

上
」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
七
・
〇

糎
×
三
・
四
糎
）
に
墨
書
、
②
～
③
「
保
元
物
語 

半
井
氏
家
蔵 

中
（
下
）
」
左
肩
金

色
料
紙
題
簽
（
一
八
・
〇
糎
×
三
・
五
糎
）
に
墨
書 

 

内
題
・「
保
元
物
語
」 

 

表
紙
・
香
色
表
紙
（
二
七
・
〇
糎
×
一
九
・
五
糎
） 

 

料
紙
・
楮
紙 

 

行
数
・
毎
半
葉
九
行 

 
字
面
高
さ
・
二
一
・
五
糎 

 

匡
郭
・
な
し 

 

墨
付
丁
数
・
①
二
六
丁
、
②
三
七
丁
、
③
四
五
丁 

 

印
記
・「
大
学
蔵
書
」「
書
籍
館
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
和
学
講
談
所
」「
浅
草
文
庫
」 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

中
世
文
学
資
料
解
題
① 

一
〇
四 

「
玄
圃
斎
蔵
」「
内
閣
文
庫
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

写
年
・
書
写
者
と
も
に
不
明
。 

  

【
一
五
】
平
治
物
語 
刊
年
不
明 

三
冊 

元
老
院
旧
蔵 

［
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
七
〇
］ 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
治
物
語
』
の
版
本
。
袋
綴
。
三
巻
三
冊
。『
保
元
物
語
』
と

合
刻
だ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、
本
資
料
の
ツ
レ
と
思
わ
れ
る
『
保
元
物
語
』
は
当
館

に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。 

 

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
の
本
文
、
毎
半
葉
一
一
行
、
版
心
（
中
黒
口
、
花
口
魚
尾
）
な

ど
の
特
徴
か
ら
見
て
、
寛
永
整
版
の
後
印
（
無
刊
記
本
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

表
紙
は
鉄
色
だ
が
、
第
一
冊
目
と
第
二
冊
目
の
裏
表
紙
は
黄
茶
色
。
第
一
冊
目
と
第

二
冊
目
・
第
三
冊
目
の
題
簽
の
大
き
さ
が
異
な
っ
て
お
り
、
外
題
の
筆
跡
も
異
な
る
。

繰
り
返
し
修
復
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

一
丁
目
に
「
元
老
院
図
書
記
」
の
朱
印
あ
り
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・
①
「
平
治
物
語
」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
二
・
〇
糎
×
三
・
〇
糎
）
、
②

③
「
平
治
物
語 

地
（
人
）
」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
六
・
五
糎
×
二
・
八
糎
） 

 

内
題
・「
平
治
物
語
」 

 

表
紙
・
鉄
色
表
紙
（
二
七
・
〇
糎
×
一
八
・
八
糎
）
（
※
①
②
裏
表
紙
の
み
黄
茶
色
） 

 

料
紙
・
楮
紙 

 

行
数
・
毎
半
葉
一
一
行 

 

字
面
高
さ
・
二
一
・
二
糎 

 

匡
郭
・
四
周
双
辺
（
二
一
・
二
糎
×
一
五
・
七
糎
）、
無
界 

 

墨
付
丁
数
・
①
三
四
丁
、
②
三
六
丁
、
③
三
六
丁 

 

印
記
・
各
冊
一
オ
「
元
老
院
図
書
記
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

本
資
料
は
刊
記
を
持
た
な
い
た
め
、
刊
年
・
刊
行
者
と
も
に
不
明
。 

  

【
一
六
】
平
治
物
語 

刊
年
不
明 

一
冊 

紅
葉
山
文
庫
旧
蔵 

［
請
求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
三
六
］ 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
治
物
語
』
の
版
本
。
袋
綴
。
全
三
巻
三
冊
を
合
冊
し
て
全

一
冊
。
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
の
本
文
、
毎
半
葉
一
一
行
、
版
心
（
中
黒
口
、
花
口
魚
尾
）

な
ど
の
特
徴
か
ら
見
て
、
寛
永
整
版
の
後
印
（
無
刊
記
本
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

ま
た
三
巻
三
冊
が
合
冊
さ
れ
て
全
一
冊
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
縹
色
表
紙
、
四
周

双
辺
の
刷
題
簽
な
ど
が
共
通
す
る
点
か
ら
見
て
、
『
保
元
物
語
』
（
請
求
番
号
一
六
七
‐

〇
〇
二
七
）
の
ツ
レ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
平
治
物
語
」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
八
・
〇
糎
×
三
・
五
糎
） 

 

内
題
・「
平
治
物
語
」 

 

表
紙
・
縹
色
表
紙
（
二
七
・
〇
糎
×
一
八
・
七
糎
） 

 

見
返
し
・
「
日
本
政
府
図
書
」
（
蔵
書
票
）
貼
付 

 
料
紙
・
楮
紙 

 

行
数
・
毎
半
葉
一
一
行 

 

字
面
高
さ
・
二
一
・
七
糎 

 

匡
郭
・
四
周
双
辺
（
二
一
・
七
糎
×
一
六
・
七
糎
） 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

中
世
文
学
資
料
解
題
① 

一
〇
五 

 
墨
付
丁
数
・
一
〇
六
丁 

 
印
記
・「
秘
閣
図
書
之
章
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

本
資
料
は
無
刊
記
の
た
め
、
正
確
な
刊
年
は
不
明
。
寛
永
整
版
の
後
印
で
あ
る
。 

  

【
一
七
】
平
治
物
語 

貞
享
二
年
刊 

三
冊 

内
務
省
旧
蔵 

［
請
求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
三
〇
］ 

  

拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
①
」
（
『
北
の
丸
』
第
四
五
号
、
平
成
二
五

年
）
参
照
の
こ
と
。 

  

【
一
八
】
参
考
平
治
物
語 

元
禄
六
年
刊 

三
冊 

平
田
篤
胤
・
鉄
胤
旧
蔵 

［
請
求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
三
二
］ 

  

本
資
料
は
『
平
治
物
語
』
の
注
釈
書
『
参
考
平
治
物
語
』
で
あ
る
。『
参
考
保
元
物
語
』

（
請
求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
三
三
）
の
ツ
レ
。
袋
綴
。
合
冊
さ
れ
て
三
巻
三
冊
。 

 

『
参
考
平
治
物
語
』
は
、
水
戸
光
圀
の
命
に
よ
っ
て
『
参
考
保
元
物
語
』
と
合
刻
さ

れ
た
注
釈
書
で
あ
る
。
底
本
は
流
布
本
で
、
京
師
本
・
杉
原
本
・
鎌
倉
本
・
半
井
本
・

岡
崎
本
の
異
同
を
比
較
し
て
い
る
。『
参
考
保
元
物
語
』
と
重
複
す
る
内
容
は
省
い
て
い

る
の
が
特
徴
。『
参
考
保
元
物
語
』
同
様
、
史
実
考
証
に
主
眼
を
置
き
、
多
く
の
史
書
・

日
記
・
説
話
を
引
用
し
て
い
る
。 

 

第
一
冊
目
の
一
丁
目
に
旧
蔵
者
の
も
の
と
思
わ
れ
る
「
賞
雪
堂
図
書
之
印
」（
四
・
〇

糎
×
一
・
五
糎
、
長
方
陽
刻
）
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
印
は
『
参
考
保
元
物
語
』

（
請
求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
三
二
）
と
共
通
だ
が
、
ほ
か
に
『
参
考
保
元
物
語
』
に
は

見
ら
れ
な
い
「
平
田
氏
記
」（
二
・
五
糎
、
正
方
陽
刻
朱
印
）
、
不
明
印
記
二
種
（
各
〇
・

八
糎
×
一
・
〇
糎
、
長
方
陽
刻
朱
印
）
の
印
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
「
平
田
氏
記
」

は
、
平
田
篤
胤
・
鉄
胤
の
蔵
書
印
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。（
同
じ
印
を
使
用
し

て
い
た
と
思
わ
れ
、
い
ず
れ
の
旧
蔵
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
）
こ
の
「
平
田
氏
記
」
印

は
、
題
簽
に
も
押
印
さ
れ
て
い
る
。 

 

砥
粉
色
の
布
目
紙
の
表
紙
や
香
色
の
題
簽
な
ど
か
ら
見
て
、
『
参
考
保
元
物
語
』
（
請

求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
三
二
）
の
ツ
レ
と
見
て
間
違
い
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
旧
蔵
者
の

異
な
る
本
を
取
り
合
わ
せ
て
装
丁
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
た
だ
、『
参
考
保
元

物
語
』（
請
求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
三
二
）
の
題
簽
は
一
部
が
欠
け
て
お
り
、
本
来
は
こ

の
部
分
に
「
平
田
氏
記
」
印
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。 

 

見
返
し
は
封
面
で
「
江
府
書
肆 

松
雲
斎
／
参
考
平
治
物
語
／
京
師
書
堂 

柳
枝
軒
」

と
あ
る
。
直
径
六
糎
の
魁
星
印
、
ほ
か
印
記
二
種
あ
り
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
参
考
平
治
物
語 

一
（
～
三
）
」
左
肩
香
色
料
紙
題
簽
（
一
八
・
七
糎
×
四
・

二
糎
）
に
墨
書 

 

内
題
・「
参
考
平
治
物
語
」 

 

表
紙
・
砥
粉
色
布
目
型
押
表
紙
（
二
五
・
七
糎
×
一
八
・
八
糎
） 

 

見
返
し
・
封
面
「
江
府
書
肆 

松
雲
斎
／
参
考
平
治
物
語
／
京
師
書
堂 

柳
枝
軒
」 

 

料
紙
・
楮
紙 

 

行
数
・
毎
半
葉
九
行 

 
字
面
高
さ
・
二
一
・
〇
糎 

 

匡
郭
・
四
周
双
辺
（
二
一
・
〇
糎
×
一
四
・
八
糎
）、
無
界 

 

墨
付
丁
数
・
①
八
三
丁
、
②
七
八
丁
、
③
一
〇
九
丁 

 

印
記
・「
日
本
政
府
図
書
」（
蔵
書
票
、
遊
紙
）「
秘
閣
図
書
之
章
」（
甲
）「
秘
閣
図
書



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

中
世
文
学
資
料
解
題
① 

一
〇
六 

之
章
」（
乙
）「
日
本
政
府
図
書
」「
賞
雪
堂
図
書
之
印
」「
平
田
氏
記
」（
各
冊
一
オ
）
不

明
朱
印
（
〇
・
八
糎
×
一
・
〇
糎
） 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

③
に
刊
記
あ
り
。
四
周
単
辺
の
枠
（
一
四
・
〇
糎
×
五
・
三
糎
）
内
。 

「
武
江
書
肆
冨
野
治
右
衛
門
勝
武
／
元
禄
六
癸
酉
年
十
一
月
十
三
日 

寿
梓
／
京
兆
書

林
茨
城
多
左
衛
門
方
道
」 

 

京
の
茨
城
多
左
衛
門
方
道
は
、
小
川
多
左
衛
門
（
小
河
屋
、
柳
枝
軒
）
と
し
て
知
ら

れ
る
書
肆
で
、
本
書
を
手
掛
け
た
方
道
は
二
代
目
。
京
六
角
通
に
店
を
構
え
て
い
た
。 

  

【
一
九
】
参
考
平
治
物
語 

元
禄
六
年
後
刷 
六
冊 

太
政
官
正
院
地
志
課
・
地
理
寮
地
誌
課
・
内
務
省
地
理
局 

 

［
請
求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
三
八
］ 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
治
物
語
』
の
注
釈
書
で
あ
る
『
参
考
平
治
物
語
』
の
版
本
。

三
巻
六
冊
。
袋
綴
。『
参
考
保
元
物
語
』
と
合
刻
で
あ
り
、
本
資
料
は
請
求
番
号
一
六
七

‐
〇
〇
一
四
の
ツ
レ
。 

 

表
紙
・
題
簽
と
も
に
原
装
の
ま
ま
と
推
定
さ
れ
る
。
第
二
冊
目
（
二
三
オ
）
に
附
箋

（
一
二
・
二
糎
×
三
・
二
糎
）
が
貼
付
さ
れ
て
お
り
、
朱
書
で
「
平
治
元
年
十
二
月
廿

日
」
と
あ
る
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
参
考
平
治
物
語
」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
八
・
五
糎
×
三
・
八
糎
） 

 

内
題
・「
参
考
平
治
物
語
」 

 

表
紙
・
赤
茶
色
卍
字
繋
地
雲
文
艶
出
表
紙
（
二
五
・
五
糎
×
一
八
・
〇
糎
） 

 

見
返
し
・
封
面
「
江
府
書
肆 

松
雲
斎
／
参
考
保
元
物
語
／
京
師
書
堂 

柳
枝
軒
」 

 

料
紙
・
楮
紙 

 

行
数
・
毎
半
葉
九
行 

 

字
面
高
さ
・
二
一
・
〇
糎 

 

匡
郭
・
四
周
双
辺
（
二
一
・
〇
糎
×
一
四
・
八
糎
）、
無
界 

 

墨
付
丁
数
・
①
三
八
丁
、
②
四
七
丁
、
③
三
六
丁
、
④
四
三
丁
、
⑤
五
八
丁
、
⑥
五

二
丁 

 

印
記
・「
地
誌
備
用
図
籍
之
記
」
「
日
本
政
府
図
書
」
（
各
冊
一
オ
） 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

本
資
料
は
『
参
考
平
治
物
語
』
（
請
求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
一
四
）
と
合
刻
の
た
め
、

刊
記
は
本
資
料
の
末
尾
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
資
料
同
様
、
⑥
五
一
ウ
の
四
周
単

辺
（
一
四
・
〇
糎
×
五
・
三
糎
）
の
枠
内
に
三
行
書
き
で
「
武
江
書
肆
冨
野
治
右
衛
門

勝
武
／
元
禄
六
癸
酉
年
十
一
月
十
三
日 

寿
梓
／
京
兆
書
林
茨
城
多
左
衛
門
方
道
」
と

あ
る
。 

 

前
掲
資
料
と
異
な
り
、
⑥
五
二
オ
（
見
返
し
）
に
「
六
角
通
御
幸
町
西
入
町
／
京
師

書
林 

柳
枝
軒 

茨
城
多
左
衛
門
」
と
あ
る
。
書
風
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、
再
版
の
際

の
刊
記
と
推
定
さ
れ
る
。 

  

【
二
〇
】
参
考
平
治
物
語 

刊
年
不
明 

六
冊 

浜
松
藩
克
明
館
旧
蔵 

［
請
求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
三
一
］ 

  
本
資
料
は
元
禄
六
年
版
『
参
考
平
治
物
語
』
の
後
刷
で
、
『
参
考
保
元
物
語
』
（
請
求

番
号
二
〇
三
‐
〇
一
六
八
）
の
ツ
レ
。
共
に
浜
松
藩
校
克
明
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も

の
で
あ
る
。
袋
綴
。
六
冊
。 

 

本
資
料
に
は
各
冊
そ
れ
ぞ
れ
に
浜
松
藩
克
明
館
の
蔵
書
印
が
二
種
ず
つ
捺
印
さ
れ
て



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

中
世
文
学
資
料
解
題
① 

一
〇
七 

い
る
。
見
返
と
裏
見
返
に
縦
型
の
「
克
明
館
文
庫
印
」（
九
・
〇
糎
×
六
・
〇
糎
、
藍
色

陽
刻
印
）
、
各
冊
の
最
初
の
二
丁
と
最
後
の
二
丁
の
天
に
横
型
の
「
克
明
館
蔵
書
」（
二
・

二
糎
×
八
・
〇
糎
、
藍
色
陽
刻
印
）
が
見
え
る
。
ほ
か
に
円
型
の
墨
印
「
書
林 

松
本
」

（
直
径
二
・
〇
糎
）、「
惜
陰
堂
蔵
書
印
」（
二
・
五
糎
×
一
・
八
糎
、
長
方
陽
刻
印
）
な

ど
『
参
考
保
元
物
語
』
（
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
六
八
）
と
共
通
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
参
考
平
治
物
語 
一
上
（
～
三
下
）
」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
八
・
五

糎
×
三
・
五
糎
） 

 

内
題
・「
参
考
平
治
物
語
」 

 

見
返
し
・
封
面
「
江
府
書
肆 

松
雲
斎
／
参
考
保
元
物
語
／
京
師
書
堂 

柳
枝
軒
」 

 

表
紙
・
代
赭
色
表
紙
（
二
五
・
五
糎
×
一
八
・
二
糎
） 

 

料
紙
・
楮
紙 

 

行
数
・
毎
半
葉
九
行 

 

字
面
高
さ
・
二
一
・
〇
糎 

 

匡
郭
・
四
周
双
辺
（
二
一
・
〇
糎
×
一
四
・
八
糎
）、
無
界 

 

墨
付
丁
数
・
①
三
六
丁
、
②
四
五
丁
、
③
三
六
丁
、
④
四
三
丁
、
⑤
五
八
丁
、
⑥
五

〇
丁 

 

印
記
・「
克
明
館
文
庫
印
」（
九
・
〇
糎
×
六
・
〇
糎
、
藍
色
陽
刻
印
）、
「
克
明
館
蔵

書
」（
二
・
二
糎
×
八
・
〇
糎
、
藍
色
陽
刻
印
）「
書
林 

松
本
」（
直
径
二
・
〇
糎
、
円

型
陽
刻
墨
印
）、
「
惜
陰
堂
蔵
書
印
」
（
二
・
五
糎
×
一
・
八
糎
、
長
方
陽
刻
印
） 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

⑥
五
〇
ウ
に
四
周
単
辺
（
一
四
・
〇
糎
×
五
・
三
糎
）
の
枠
内
に
三
行
書
き
で
「
武

江
書
肆
冨
野
治
右
衛
門
勝
武
／
元
禄
六
癸
酉
年
十
一
月
十
三
日 

寿
梓
／
京
兆
書
林
茨

城
多
左
衛
門
方
道
」
と
あ
り
、
元
禄
六
年
版
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
見
返
し
（
封

面
）
に
は
「
江
府
書
肆 

松
雲
斎
／
参
考
保
元
物
語
／
京
師
書
堂 

柳
枝
軒
」。 

  

【
二
一
】
参
考
平
治
物
語 

刊
年
不
明 

六
冊 

教
部
省
旧
蔵 

［
請
求
番
号
一
六
六
‐
〇
三
五
七
］ 

  

本
資
料
は
元
禄
六
年
版
の
『
参
考
平
治
物
語
』
で
、
『
参
考
保
元
物
語
』
（
請
求
番
号

一
六
七
‐
〇
〇
三
五
）
の
ツ
レ
。
袋
綴
。
九
冊
。 

 

本
資
料
は
教
部
省
の
旧
蔵
で
、
各
冊
の
第
一
丁
目
に
「
宣
教
使
」
「
教
部
省
文
庫
印
」

の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
・
題
簽
と
も
に
原
装
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
魁
星
印

等
の
印
記
は
見
ら
れ
な
い
。 

 

表
紙
全
体
に
黴
に
よ
る
汚
損
あ
り
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
参
考
平
治
物
語 

一
上
（
～
三
下
）
」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
八
・
三

糎
×
三
・
七
糎
） 

 

内
題
・「
参
考
平
治
物
語
」 

 

表
紙
・
赤
茶
色
卍
字
繋
地
雲
文
艶
出
表
紙
（
二
五
・
六
糎
×
一
八
・
〇
糎
） 

 

見
返
し
・
封
面
「
江
府
書
肆 

松
雲
斎
／
参
考
平
治
物
語
／
京
師
書
堂 

柳
枝
軒
」 

 

料
紙
・
楮
紙 

 

行
数
・
毎
半
葉
九
行 

 

字
面
高
さ
・
二
一
・
〇
糎 

 

匡
郭
・
四
周
双
辺
（
二
一
・
〇
糎
×
一
五
・
〇
糎
）、
無
界 

 
墨
付
丁
数
・
①
三
七
丁
、
②
四
七
丁
、
③
三
六
丁
、
④
四
三
丁
、
⑤
五
七
丁
、
⑥
五

二
丁 

 

印
記
・
各
冊
一
オ
「
宣
教
使
」
「
教
部
省
文
庫
印
」「
図
書
局
文
庫
」
「
太
政
官
文
庫
」

「
日
本
政
府
図
書
」
②
～
⑥
一
オ
「
内
一
二
五
九
四
号
」 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

中
世
文
学
資
料
解
題
① 

一
〇
八 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 
⑥
五
一
ウ
の
四
周
単
辺
（
一
四
・
〇
糎
×
五
・
三
糎
）
の
枠
内
に
三
行
書
き
で
「
武

江
書
肆
冨
野
治
右
衛
門
勝
武
／
元
禄
六
癸
酉
年
十
一
月
十
三
日 

寿
梓
／
京
兆
書
林
茨

城
多
左
衛
門
方
道
」
と
あ
る
。 

 

⑥
五
二
オ
（
見
返
し
）
に
「
六
角
通
御
幸
町
西
入
町
／
京
師
書
林 

柳
枝
軒 

茨
城

多
左
衛
門
」
と
あ
る
。
書
風
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、
再
版
の
際
の
刊
記
と
推
定
さ
れ
る
。 

  

【
二
二
】
参
考
平
治
物
語 

天
保
一
〇
年
刊 

六
冊 

元
老
院
旧
蔵 

［
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
六
七
］ 

  

本
資
料
は
天
保
一
〇
年
版
の
『
参
考
平
治
物
語
』
で
、
『
参
考
保
元
物
語
』
（
請
求
番

号
一
六
七
‐
〇
〇
三
四
）
と
ツ
レ
。
袋
綴
。
三
巻
六
冊
。 

 

各
冊
一
オ
に
蔵
書
印
「
元
老
院
図
書
記
」
と
、
『
参
考
保
元
物
語
』
（
請
求
番
号
一
六

七
‐
〇
〇
三
四
）
と
共
通
す
る
「
静
斎
蔵
書
」（
四
・
一
糎
×
二
・
三
糎
、
長
方
陽
刻
印
）

の
二
種
が
捺
さ
れ
て
い
る
。 

 

外
題
は
四
周
双
辺
の
刷
題
簽
（
一
八
・
五
糎
×
三
・
七
糎
）
で
貼
付
さ
れ
て
い
る
が
、

各
冊
に
剥
落
が
見
ら
れ
る
。 

 

本
資
料
の
見
返
し
に
封
面
は
な
く
、
表
紙
は
改
装
と
思
わ
れ
る
。
特
に
第
一
冊
目
の

表
紙
は
煤
に
よ
る
汚
損
で
黒
く
変
色
し
て
い
る
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
〔
参
〕
考
平
治
物
語 

一
上
（
～
三
下
）
」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
八
・

五
糎
×
三
・
七
糎
） 

 

内
題
・「
参
考
平
治
物
語
」 

 

表
紙
・
代
赭
色
表
紙
（
二
四
・
五
糎
×
一
七
・
五
糎
） 

 

料
紙
・
楮
紙 

 

行
数
・
毎
半
葉
九
行 

 

字
面
高
さ
・
二
一
・
〇
糎 

 

匡
郭
・
四
周
双
辺
（
二
一
・
〇
糎
×
一
四
・
八
糎
）、
無
界 

 

墨
付
丁
数
・
①
三
七
丁
、
②
四
七
丁
、
③
三
六
丁
、
④
四
三
丁
、
⑤
五
八
丁
、
⑥
五

一
丁 

 

印
記
・「
元
老
院
図
書
記
」「
静
斎
文
庫
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

⑥
五
〇
ウ
に
四
周
単
辺
（
一
四
・
〇
糎
×
五
・
三
糎
）
の
枠
内
に
三
行
書
き
で
「
武

江
書
肆
冨
野
治
右
衛
門
勝
武
／
元
禄
六
癸
酉
年
十
一
月
十
三
日 

寿
梓
／
京
兆
書
林
茨

城
多
左
衛
門
方
道
」
と
あ
る
。 

 

⑥
五
一
オ
（
裏
見
返
し
）
に
は
別
筆
で
以
下
の
刊
記
あ
り
。 

 

「
天
保
十
己
亥
年
／
江
戸 

浅
草
茅
町
二
丁
目 

須
原
屋
伊
八
／
大
阪 

心
斎
橋
博

労
町 

伊
丹
屋
善
兵
衛
」 

 

四
周
単
辺
（
一
九
・
五
糎
×
一
四
・
〇
糎
）
の
枠
内
に
「
歴
代
事
趾
図
」「
閲
史
約
書
」

等
の
広
告
と
共
に
出
さ
れ
て
い
る
。 

  

【
二
三
】
〔
保
元
平
治
物
語
附
録
〕
（
半
井
本
） 

写
年
不
明 

一
冊 

和
学
講
談
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
七
二
］ 

  
本
資
料
は
「
内
閣
文
庫
蔵
半
井
本
」
と
し
て
知
ら
れ
る
『
保
元
物
語
』（
請
求
番
号
二

〇
三
‐
〇
一
七
一
）
『
平
治
物
語
』
（
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
七
三
）
に
附
属
す
る
一

冊
。
袋
綴
。 

 

序
文
に
よ
れ
ば
、『
保
元
物
語
』（
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
七
一
）『
平
治
物
語
』（
請



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

中
世
文
学
資
料
解
題
① 

一
〇
九 

求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
七
三
）
が
、
『
参
考
保
元
物
語
』
『
参
考
平
治
物
語
』
で
紹
介
さ

れ
た
半
井
本
の
系
統
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
版
本
と
の
本
文
異
同
に
つ

い
て
ま
と
め
た
も
の
が
本
資
料
に
当
た
る
。 

 

一
オ
に
『
保
元
物
語
』（
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
七
一
）『
平
治
物
語
』（
請
求
番
号

二
〇
三
‐
〇
一
七
三
）
と
同
じ
「
玄
圃
斎
蔵
」
の
印
が
あ
る
。 

 

香
色
表
紙
は
『
保
元
物
語
』（
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
七
一
）『
平
治
物
語
』（
請
求

番
号
二
〇
三
‐
〇
一
七
三
）
に
共
通
し
た
も
の
で
、
四
周
双
辺
の
刷
題
簽
は
『
平
治
物

語
』（
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
七
三
）
の
第
一
冊
目
と
同
じ
だ
が
、
墨
書
さ
れ
て
い
る

外
題
に
つ
い
て
は
筆
跡
が
異
な
っ
て
い
る
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
保
元
平
治
物
語
附
録 

半
井
氏
家
蔵 
全
」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
六
・

七
糎
×
三
・
五
糎
）
に
墨
書 

 

内
題
・
な
し 

 

表
紙
・
香
色
表
紙
（
二
七
・
〇
糎
×
一
九
・
五
糎
） 

 

料
紙
・
楮
紙 

 

行
数
・
毎
半
葉
五
行 

 

字
面
高
さ
・
二
一
・
〇
糎 

 

匡
郭
・
な
し 

 

墨
付
丁
数
・
毎
半
葉
五
行 

 

印
記
・「
大
学
蔵
書
」「
和
学
講
談
所
」「
玄
圃
斎
蔵
」「
浅
草
文
庫
」「
書
籍
館
印
」「
日

本
政
府
図
書
」（
一
オ
）
「
内
閣
文
庫
」
（
九
ウ
） 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

序
文
末
尾
に
は
「
于
時
／
寛
延
四
辛
未
年
仲
春
／
半
井
本
再
校
シ
テ
改
之
」と
あ
る
。

奥
書
な
ど
は
な
く
、
正
確
な
写
年
・
書
写
者
は
不
明
。 

 

 

【
二
四
】
平
家
物
語 

明
暦
二
年
刊 

七
冊 

教
部
省
旧
蔵 

［
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
五
三
］ 

  

拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
①
」
（
『
北
の
丸
』
第
四
五
号
、
平
成
二
五

年
）
参
照
の
こ
と
。 

  

【
二
五
】
平
家
物
語 

刊
年
不
明 

一
二
冊 

元
老
院
旧
蔵 

［
請
求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
四
〇
］ 

  

拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
①
」
（
『
北
の
丸
』
第
四
五
号
、
平
成
二
五

年
）
参
照
の
こ
と
。 

  

【
二
六
】
平
家
物
語 

寛
永
三
年
刊 

一
一
冊 

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
五
〇
］ 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
寛
永
三
年
版
で
、
昌
平
坂
学
問
所
の
旧
蔵
。

目
録
に
は
「
巻
二
欠
」
と
あ
る
が
、
実
際
に
は
巻
三
を
欠
い
て
、
一
一
冊
。
袋
綴
。 

 

本
文
は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
、
目
録
に
は
「
一
方
検
校
本
」
と
あ
る
が
、
そ
の

中
で
も
い
わ
ゆ
る
流
布
本
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
各
冊
一
丁
目
に
目
録
。 

 

鉄
色
表
紙
の
左
肩
に
朱
の
打
付
書
で
外
題
が
あ
る
。
第
三
冊
目
の
左
肩
に
元
題
簽
の

痕
跡
が
あ
り
、「
平
家
」
と
い
う
部
分
の
み
可
読
。
朱
書
の
外
題
は
題
簽
が
脱
落
し
た
あ

と
に
補
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
想
像
で
き
る
。
第
五
冊
目
・
第
七
冊
目
の
裏
表
紙
が
新



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

中
世
文
学
資
料
解
題
① 

一
一
〇 

し
い
も
の
に
補
修
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
代
赭
色
・
鳥
ノ
子
色
。 

 
版
心
は
中
黒
口
・
花
口
魚
尾
で
「
平
家
」
と
あ
る
。 

 

各
冊
見
返
し
右
下
に
「
乗
願
寺
」（
六
・
五
糎
×
二
・
七
糎
）
の
墨
印
（
陰
刻
）
あ
り
。

こ
の
印
の
上
に
は
墨
書
が
あ
り
、
そ
れ
が
上
か
ら
墨
で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
。
判
読

は
定
か
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
元
は
「
河
内 

乗
原
」
と
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
他

に
各
冊
一
丁
目
の
オ
モ
テ
に
は
「
大
学
校
図
書
之
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」

の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
第
九
冊
目
を
除
い
た
各
冊
の
末
尾
に
は
「
昌
平
坂
学
問
所
」

（
墨
印
）「
文
化
戊
辰
」
の
印
あ
り
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
本
資
料
は
文
化
五
年
に
昌
平
坂
学

問
所
に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
平
家
物
語 

一
（
～
十
二
）
」
左
肩
打
付
朱
書 

 

内
題
・「
平
家
物
語
」 

 

表
紙
・
鉄
色
表
紙
（
二
八
・
〇
糎
×
一
九
・
五
糎
） 

 

料
紙
・
楮
紙 

 

行
数
・
毎
半
葉
一
二
行 

 

字
面
高
さ
・
二
二
・
〇
糎 

 

匡
郭
・
四
周
双
辺
（
二
二
・
〇
糎
×
一
六
・
七
糎
） 

 

墨
付
丁
数
・
①
四
三
丁
、
②
四
八
丁
、
③
四
二
丁
、
④
三
八
丁
、
⑤
三
一
丁
、
⑥
四

〇
丁
、
⑦
三
四
丁
、
⑧
五
一
丁
、
⑨
四
四
丁
、
⑩
四
八
丁
、
⑪
四
四
丁 

 

印
記
・「
乗
願
寺
」「
大
学
校
図
書
之
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」「
昌
平
坂

学
問
所
」
「
文
化
戊
辰
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

第
一
一
冊
目
の
四
四
オ
～
ウ
に
跋
文
あ
り
。
跋
文
の
年
記
は
以
下
の
通
り
。 

 

「
寛
永
三
蓂
南
呂
吉
辰
／
一
条
室
町
菊
池
五
兵
衛
」 

 

こ
れ
に
よ
れ
ば
寛
永
三
年
の
出
版
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

ま
た
各
冊
の
末
尾
左
下
に
は
次
の
よ
う
な
墨
書
が
あ
る
。 

 

「
于
時
寛
永
七
年
二
月
下
旬 

乗
願
寺
」 

 

ま
た
第
六
冊
目
に
は
こ
の
墨
書
の
右
横
に
「
明
治
二
年
六
月
下
旬
」
と
墨
書
さ
れ
て

い
る
。 

  

【
二
七
】
平
家
物
語 

万
治
二
年
刊 

一
二
冊 

紅
葉
山
文
庫
旧
蔵 

［
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
五
二
］ 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
寛
永
三
年
版
を
、
万
治
二
年
に
再
版
し
た
も

の
。
袋
綴
。
一
二
冊
。 

 

本
資
料
は
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
書
に
多
い
縹
色
表
紙
（
後
補
）
で
、
左
肩
に
四
周
双
辺

の
刷
題
簽
で
「
平
家
物
語 

巻
第
一
（
～
巻
第
十
二
）
」
と
外
題
が
あ
る
。 

 

本
文
は
寛
永
三
年
版
と
同
一
の
版
面
で
、
版
心
も
中
黒
口
・
花
口
魚
尾
。
但
し
、
前

掲
資
料
と
異
な
っ
て
跋
文
を
欠
き
、
本
文
末
尾
に
刊
記
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

第
一
冊
目
の
見
返
し
に
「
日
本
政
府
図
書
」
の
蔵
書
票
あ
り
。
ほ
か
各
冊
一
丁
目
の

オ
モ
テ
に
「
日
本
政
府
図
書
」、
各
冊
最
終
丁
ウ
ラ
に
「
内
閣
文
庫
」「
日
本
政
府
図
書
」

の
印
が
あ
る
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
平
家
物
語 

巻
第
一
（
～
巻
第
十
二
）
」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
七
・

二
糎
×
三
・
三
糎
） 

 
内
題
・「
平
家
物
語
」 

 

表
紙
・
縹
色
表
紙
（
二
七
・
〇
糎
×
一
八
・
二
糎
） 

 

料
紙
・
楮
紙 

 

行
数
・
毎
半
葉
一
二
行 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

中
世
文
学
資
料
解
題
① 

一
一
一 

 
字
面
高
さ
・
二
二
・
〇
糎 

 
匡
郭
・
四
周
双
辺
（
二
二
・
〇
糎
×
一
六
・
七
糎
） 

 

墨
付
丁
数
・
①
四
三
丁
、
②
四
八
丁
、
③
四
二
丁
、
④
四
二
丁
、
⑤
三
八
丁
、
⑥
三

一
丁
、
⑦
四
〇
丁
、
⑧
三
四
丁
、
⑨
五
一
丁
、
⑩
四
四
丁
、
⑪
四
八
丁
、
⑫
四
四
丁 

 

印
記
・「
日
本
政
府
図
書
」（
①
一
オ
蔵
書
票
）
「
日
本
政
府
図
書
」
（
各
冊
一
オ
、
最

終
丁
ウ
）
「
内
閣
文
庫
」
（
最
終
丁
ウ
） 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

⑫
四
三
ウ
、
本
文
末
尾
に
次
の
通
り
刊
記
が
あ
る
。 

 

「
万
治
二
己
亥
暦
仲
秋
上
旬
」 

 

本
文
や
前
掲
資
料
の
刊
記
と
は
筆
跡
が
異
な
り
、
入
木
と
想
像
さ
れ
る
。
版
元
に
つ

い
て
の
記
載
は
な
い
。 

  

【
二
八
】
平
家
物
語 

天
和
二
年
刊 

一
二
冊 

内
務
省
旧
蔵 

［
請
求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
三
七
］ 

  

拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
①
」
（
『
北
の
丸
』
第
四
五
号
、
平
成
二
五

年
）
を
参
照
の
こ
と
。 

  

【
二
九
】
平
家
物
語 

天
和
二
年
刊 

一
一
冊 

外
務
省
旧
蔵 

［
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
五
一
］ 

  

拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
①
」
（
『
北
の
丸
』
第
四
五
号
、
平
成
二
五

年
）
を
参
照
の
こ
と
。 

  

【
三
〇
】
平
家
物
語 

慶
長
年
間
刊
か 

一
二
冊 

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
特
一
二
五
‐
〇
〇
〇
一
］ 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
慶
長
古
活
字
版
で
、「
下
村
本
」
と
称
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
一
二
巻
一
二
冊
。
袋
綴
。 

 

水
浅
葱
色
表
紙
に
、
左
肩
に
外
題
「
平
家
物
語 

一
（
～
十
二
）
」
と
打
付
書
さ
れ
て

い
る
。
全
体
に
幅
広
な
紙
面
に
美
麗
な
活
字
を
用
い
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
慶
長
年
間

の
特
徴
的
な
書
風
で
あ
る
。『
平
家
物
語
』
は
早
い
段
階
か
ら
古
活
字
を
用
い
た
出
版
が

始
ま
る
が
、
そ
の
う
ち
「
下
村
本
」
は
初
期
の
印
刷
に
当
た
る
。 

 

見
返
し
に
は
、
万
年
筆
で
書
か
れ
た
川
瀬
一
馬
氏
の
メ
モ
（
一
五
・
〇
糎
×
一
四
・

〇
糎
）
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
次
の
通
り
。 

 

「
下
村
時
房
刊
本
現
存
せ
る
も
の
左
の
如
し
／
松
井
簡
治
博
士
本 

尊
経
閣
文
庫
／

静
嘉
堂
文
庫
／
岩
崎
文
庫
（
二
本
）
／
刈
谷
町
立
図
書
館
本
（
欠
、
本
二
冊
）
／
東
北

帝
大
（
旧
狩
野
本
）
本
／
久
原
文
庫
本
／
東
京
書
肆 

南
陽
堂
ニ
テ
一
見
ノ
本
／
以
上

／
昭
和
■
五
年 

川
瀬
一
馬
」 

 

こ
の
メ
モ
の
末
尾
に
は
「
樋
口
」（
一
・
一
糎
×
〇
・
九
糎
）
の
楕
円
型
陽
刻
朱
印
が

捺
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
メ
モ
は
万
年
筆
で
書
か
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
ほ

か
の
文
字
が
す
べ
て
黒
い
イ
ン
ク
で
あ
る
の
に
対
し
、「
尊
経
閣
文
庫
」
の
部
分
の
み
青

い
イ
ン
ク
で
あ
る
。
な
お
川
瀬
一
馬
氏
は
『
古
活
字
版
之
研
究
』
の
下
村
本
の
項
目
に

は
こ
の
メ
モ
以
上
に
現
存
資
料
を
挙
げ
て
い
る
。 

 

各
冊
い
ず
れ
も
第
一
丁
目
の
オ
モ
テ
に
「
大
学
校
図
書
印
」「
日
本
政
府
図
書
」
「
浅

草
文
庫
」
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
本
文
冒
頭
お
よ
び
末
尾
に
「
図
書
局
文

庫
」
の
印
が
見
え
る
。
ま
た
本
文
末
尾
に
は
「
日
本
政
府
図
書
」「
昌
平
坂
学
問
所
」「
文



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

中
世
文
学
資
料
解
題
① 

一
一
二 

政
癸
未
」
の
印
が
あ
り
、
本
資
料
が
文
政
六
年
に
昌
平
坂
学
問
所
に
収
め
ら
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
な
お
「
昌
平
坂
学
問
所
」
の
墨
印
は
表
紙
の
右
肩
に
も
捺
さ
れ
て
い
る
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
平
家
物
語 

一
（
～
十
二
）
」
左
肩
打
付
墨
書 

 

内
題
・「
平
家
物
語
」 

 

表
紙
・
薄
浅
葱
色
表
紙
（
二
八
・
三
糎
×
二
〇
・
五
糎
） 

 

料
紙
・
楮
紙 

 

行
数
・
毎
半
葉
一
〇
行 

 

字
面
高
さ
・
二
二
・
〇
糎 

 

匡
郭
・
な
し 

 

墨
付
丁
数
・
①
七
八
丁
、
②
九
一
丁
、
③
八
一
丁
、
④
七
八
丁
、
⑤
六
六
丁
、
⑥
五

六
丁
、
⑦
七
〇
丁
、
⑧
五
九
丁
、
⑨
九
二
丁
、
⑩
七
六
丁
、
⑪
七
八
丁
、
⑫
七
八
丁 

 

印
記
・「
大
学
校
図
書
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」「
図
書
局
文
庫
」「
昌
平

坂
学
問
所
」
「
文
政
癸
未
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

⑫
七
八
ウ
に
「
下
村
時
房
刊
之
」
と
あ
る
が
、
刊
行
者
下
村
時
房
に
つ
い
て
は
伝
未

詳
。
全
体
の
書
風
や
印
刷
の
形
態
な
ど
か
ら
慶
長
年
間
の
刊
行
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

【
三
一
】
平
家
物
語 

慶
長
年
間
刊
か 

一
二
冊 

和
学
講
談
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
特
一
二
五
‐
〇
〇
〇
二
］ 

  

本
資
料
は
前
掲
資
料
と
同
じ
『
平
家
物
語
』
の
古
活
字
版
で
、「
下
村
本
」
と
称
さ
れ

る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
袋
綴
。
一
二
冊
。 

 

本
資
料
の
見
返
し
に
も
川
瀬
一
馬
氏
に
よ
る
メ
モ
（
一
四
・
〇
糎
×
一
〇
・
〇
糎
）

が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
万
年
筆
の
黒
イ
ン
ク
に
よ
る
も
の
で
、
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

「
下
村
時
房
本
／
本
書
は
平
家
物
語
考
ニ
載
セ
ラ
レ
タ
ル
本
ナ
リ
／
他
に
一
見
セ
シ

モ
ノ
九
本
ア
ル
由
ハ
本
庫
蔵
他
一
本
／
ニ
添
書
セ
リ
／
昭
和
五
年
／
川
瀬
一
馬
記
」 

 

メ
モ
の
末
尾
に
「
樋
口
」（
一
・
一
糎
×
〇
・
九
糎
）
の
楕
円
型
陽
刻
朱
印
あ
り
。
メ

モ
の
言
う
「
平
家
物
語
考
」
は
山
田
孝
雄
『
平
家
物
語
考
』
の
こ
と
で
、
ま
た
「
本
庫

蔵
他
一
本
」
と
は
前
掲
資
料
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

版
面
の
磨
滅
の
程
度
か
ら
判
断
し
て
、
前
掲
資
料
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
印
刷
で
あ
ろ

う
と
推
定
さ
れ
る
。
前
掲
資
料
よ
り
状
態
が
良
く
見
え
る
が
、
い
ず
れ
か
の
段
階
で
大

掛
か
り
な
修
復
を
施
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
全
体
は
香
色
表
紙
だ
が
、
第
四
冊
目
の
裏

表
紙
だ
け
黄
檗
色
。
第
一
冊
目
の
表
紙
は
特
に
状
態
が
悪
く
、
題
簽
も
脱
落
し
て
お
り
、

左
肩
に
外
題
が
打
付
書
さ
れ
て
い
る
。
第
二
冊
目
以
降
は
、
左
肩
に
雲
紙
の
題
簽
が
あ

り
「
平
家
物
語 

二
（
～
十
二
）
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。 

 

各
冊
第
一
丁
目
に
「
書
籍
館
印
」
「
日
本
政
府
図
書
」
「
和
学
講
談
所
」
「
浅
草
文
庫
」

の
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
本
文
冒
頭
に
「
内
閣
文
庫
」
印
、
本
文
末
尾
に
「
内
閣

文
庫
」「
日
本
政
府
図
書
」
の
印
が
あ
る
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・
①
「
平
家
物
語 

一
」
左
肩
打
付
墨
書
、
②
～
⑫
「
平
家
物
語 

二
（
～
十

二
）
」
左
肩
雲
紙
題
簽
（
一
七
・
五
糎
×
四
・
二
糎
）
に
墨
書 

 

内
題
・「
平
家
物
語
」 

 

表
紙
・
香
色
表
紙
（
二
八
・
五
糎
×
二
〇
・
四
糎
） 

 

料
紙
・
楮
紙 

 
行
数
・
毎
半
葉
一
〇
行 

 

字
面
高
さ
・
二
二
・
〇
糎 

 

匡
郭
・
な
し 

 

墨
付
丁
数
・
①
七
八
丁
、
②
九
一
丁
、
③
八
一
丁
、
④
七
八
丁
、
⑤
六
六
丁
、
⑥
五



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

中
世
文
学
資
料
解
題
① 

一
一
三 

六
丁
、
⑦
七
〇
丁
、
⑧
五
九
丁
、
⑨
九
二
丁
、
⑩
七
六
丁
、
⑪
七
八
丁
、
⑫
七
八
丁 

 
印
記
・「
書
籍
館
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
和
学
講
談
所
」「
浅
草
文
庫
」「
内
閣
文
庫
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

⑫
七
八
ウ
に
「
下
村
時
房
刊
之
」
と
あ
り
、
前
掲
資
料
と
同
版
と
推
定
さ
れ
る
。 

  

【
三
二
】
平
家
物
語 

慶
長
年
間
刊 

一
二
冊 

内
務
省
地
理
局
旧
蔵 

［
請
求
番
号
特
一
二
四
‐
〇
〇
〇
三
］ 

  

本
資
料
は
前
掲
資
料
と
同
じ
『
平
家
物
語
』
の
古
活
字
版
で
、「
下
村
本
」
と
称
さ
れ

る
も
の
の
ひ
と
つ
。 

 

第
一
冊
目
の
汚
損
が
激
し
く
、
表
紙
色
や
題
簽
に
つ
い
て
の
判
別
が
難
し
い
。
第
二

冊
目
以
降
は
、
江
戸
時
代
前
期
に
特
徴
的
な
丹
表
紙
や
、
金
砂
子
に
よ
る
装
飾
の
あ
る

題
簽
が
見
て
取
れ
る
。
第
一
冊
目
に
は
「
平
家
物
語 

巻
第
一
」
と
外
題
が
あ
る
の
が

か
ろ
う
じ
て
判
別
で
き
、
ほ
か
の
冊
次
に
も
こ
れ
と
同
様
の
外
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

第
二
冊
目
・
第
四
冊
目
・
第
六
冊
目
・
第
一
〇
冊
目
だ
け
は
「
平
氏
物
語 
巻
第
二
（
巻

第
二
・
巻
第
四
・
巻
第
六
・
巻
第
十
）
」
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
題
簽
の
筆
跡
は
同
筆
で

あ
る
。
第
九
冊
目
・
第
一
一
冊
目
・
第
一
二
冊
目
の
み
題
簽
が
脱
落
し
て
お
り
、
中
央

に
打
付
書
で
外
題
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
関
し
て
は
別
筆
で
あ
る
。 

 

各
冊
一
丁
目
の
オ
モ
テ
に
「
日
本
政
府
図
書
」
と
「
地
誌
備
用
図
籍
之
記
」
の
捺
印

あ
り
。
こ
れ
に
よ
り
内
務
省
地
理
局
の
旧
蔵
と
わ
か
る
。
但
し
、
各
冊
の
末
尾
に
は
「
浄

興
寺
」
の
墨
書
お
よ
び
、
同
旧
蔵
者
と
も
の
と
推
定
さ
れ
る
正
方
陽
刻
印
（
一
・
〇
糎
）

と
円
型
陽
刻
印
（
一
・
五
糎
）
の
墨
印
が
あ
る
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・
①
③
⑤
⑦
⑧
「
平
家
物
語 

巻
第
一
（
巻
第
三
・
巻
第
五
・
巻
第
七
・
巻
第

八
）
」
中
央
縹
色
雷
門
繋
地
金
砂
子
料
紙
題
簽
（
一
六
・
八
糎
×
三
・
五
糎
）
に
墨
書
、

②
④
⑥
⑩
「
平
氏
物
語 

巻
第
二
（
巻
第
四
・
巻
第
六
・
巻
第
十
）
」
中
央
縹
色
雷
門
繋

地
金
砂
子
料
紙
題
簽
（
一
六
・
八
糎
×
三
・
五
糎
）
に
墨
書
、
⑨
⑪
⑫
「
平
家
物
語 

巻

第
九
（
第
十
一
・
巻
第
十
二
）
」
中
央
打
付
墨
書 

 

内
題
・「
平
家
物
語
」 

 

表
紙
・
朱
色
雷
文
襷
雨
龍
艶
出
表
紙
（
二
八
・
〇
糎
×
二
〇
・
三
糎
） 

 

料
紙
・
楮
紙 

 

行
数
・
毎
半
葉
一
〇
行 

 

字
面
高
さ
・
二
二
・
〇
糎 

 

匡
郭
・
な
し 

 

墨
付
丁
数
・
①
七
八
丁
、
②
九
一
丁
、
③
八
一
丁
、
④
七
八
丁
、
⑤
六
六
丁
、
⑥
五

六
丁
、
⑦
七
〇
丁
、
⑧
五
九
丁
、
⑨
九
二
丁
、
⑩
七
六
丁
、
⑪
七
八
丁
、
⑫
七
八
丁 

 

印
記
・「
地
誌
備
用
図
籍
之
記
」「
日
本
政
府
図
書
」、
不
明
正
方
陽
刻
印
（
一
・
〇
糎
）、

円
型
陽
刻
印
（
一
・
五
糎
）
の
墨
印
が
あ
る
。 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

⑫
七
八
ウ
に
「
下
村
時
房
刊
之
」
と
あ
り
、
前
掲
資
料
と
同
版
と
推
定
さ
れ
る
。 

  

【
三
三
】
平
家
物
語 

慶
長
年
間
写
か 

一
二
冊 

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
特
一
二
四
‐
〇
〇
〇
二
］ 

  
本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
写
本
で
、
一
方
系
藤
波
本
に
分
類
さ
れ
る
も

の
。
袋
綴
。
一
二
冊
。 

 

や
や
幅
広
な
紺
色
表
紙
（
二
三
・
〇
糎
×
一
八
・
三
糎
）
は
お
そ
ら
く
後
補
で
、
全

体
に
水
損
が
見
ら
れ
る
。
第
一
冊
目
に
は
左
肩
に
無
地
の
題
簽
（
一
六
・
三
糎
×
二
・



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

中
世
文
学
資
料
解
題
① 

一
一
四 

七
糎
）
で
「
平
家
物
語 

一
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
が
、
第
三
冊
目
・
第
四
冊
目
は
左

肩
に
無
地
の
題
簽
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
の
み
で
外
題
が
書
か
れ
て
い
な
い
。
第
六
冊
目

の
題
簽
（
一
六
・
五
糎
×
三
・
〇
糎
）
に
は
「
平
家
物
語
」
と
の
み
あ
り
、
巻
数
が
書

か
れ
て
い
な
い
。
第
一
一
冊
目
は
題
簽
の
大
き
さ
が
一
五
・
五
糎
×
三
・
〇
糎
で
、
他

の
冊
次
と
異
な
る
。
第
一
二
冊
目
は
そ
も
そ
も
題
簽
を
欠
く
。 

 

各
冊
一
丁
目
オ
モ
テ
に
「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」、
ま
た
各
冊
本
文
冒
頭
に

「
浅
草
文
庫
」
の
蔵
書
印
が
あ
る
。
本
文
末
尾
に
は
「
昌
平
坂
学
問
所
」
の
墨
印
が
あ

る
。
ま
た
第
二
冊
目
以
降
の
本
文
末
に
は
「
文
化
丙
子
」
の
朱
印
が
見
え
、
文
化
一
三

年
に
昌
平
坂
学
問
所
の
所
蔵
と
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・
①
②
⑤
⑦
⑧
⑨
⑩
「
平
家
物
語 

一
（
二
・
三
・
五
・
七
・
八
・
九
・
十
）
」

左
肩
無
地
料
紙
題
簽
（
一
六
・
三
糎
×
二
・
七
糎
）
に
墨
書
、
③
④
左
肩
無
地
料
紙
題

簽
（
一
六
・
三
糎
×
二
・
七
糎
）
の
み
で
外
題
な
し
、
⑥
「
平
家
物
語
」
左
肩
無
地
料

紙
題
簽
（
一
六
・
五
糎
×
三
・
〇
糎
）
に
墨
書
、
⑪
「
平
家
物
語 

十
一
」
左
肩
無
地

料
紙
題
簽
（
一
五
・
五
糎
×
三
・
三
糎
） 

 

内
題
・
な
し 

 

表
紙
・
紺
色
表
紙
（
二
三
・
〇
糎
×
一
八
・
三
糎
） 

 

料
紙
・
楮
紙 

 

行
数
・
毎
半
葉
一
一
行 

 

字
面
高
さ
・
二
〇
・
五
糎 

 

匡
郭
・
な
し 

 

墨
付
丁
数
・
①
六
九
丁
、
②
七
三
丁
、
③
七
〇
丁
、
④
六
四
丁
、
⑤
六
六
丁
、
⑥
五

〇
丁
、
⑦
八
四
丁
、
⑧
五
五
丁
、
⑨
八
五
丁
、
⑩
八
七
丁
、
⑪
八
三
丁
、
⑫
七
六
丁 

 

印
記
・「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」「
昌
平
坂
学
問
所
」
「
文
化
丙
子
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

奥
書
の
記
載
は
な
く
、
正
確
な
写
年
・
書
写
者
は
不
明
。
筆
跡
な
ど
か
ら
慶
長
年
間

頃
の
写
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。 

  

【
三
四
】
平
家
物
語 

江
戸
時
代
初
期
写
か 

一
二
冊 

紅
葉
山
文
庫
旧
蔵 

［
請
求
番
号
特
〇
二
五
‐
〇
〇
〇
九
］ 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
写
本
で
、
一
方
系
葉
子
七
行
本
と
称
さ
れ
る

も
の
。
綴
葉
装
。
一
二
冊
。 

 

縹
色
雷
文
繋
艶
出
表
紙
（
二
四
・
五
糎
×
一
八
・
〇
糎
）
の
中
央
に
、
香
色
地
の
料

紙
に
紅
色
の
霞
を
の
せ
た
題
簽
（
一
七
・
〇
糎
×
三
・
五
糎
）
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。

毎
半
葉
七
行
の
大
き
な
文
字
で
書
写
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
葉
子
七
行
本
と
称
さ

れ
る
由
来
と
な
っ
て
い
る
。
料
紙
は
斐
楮
混
ぜ
漉
き
。 

 

第
一
冊
目
の
目
録
の
あ
と
に
平
氏
系
図
を
載
せ
る
。 

 

蔵
書
印
は
な
く
、
第
一
冊
目
の
見
返
し
に
「
日
本
政
府
図
書
」
の
蔵
書
票
が
貼
付
さ

れ
て
い
る
の
み
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
平
家
物
語 

一
（
～
十
二
）
」
中
央
香
色
地
紅
色
霞
料
紙
題
簽
（
一
七
・
〇

糎
×
三
・
五
糎
）
に
墨
書 

 

内
題
・
な
し 

 

表
紙
・
縹
色
雷
文
繋
艶
出
表
紙
（
二
四
・
五
糎
×
一
八
・
〇
糎
） 

 
料
紙
・
斐
楮
混
ぜ
漉
き 

 

行
数
・
毎
半
葉
七
行 

 

字
面
高
さ
・
二
二
・
〇
糎 

 

匡
郭
・
な
し 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

中
世
文
学
資
料
解
題
① 

一
一
五 

 
墨
付
丁
数
・
①
一
〇
五
丁
、
②
一
一
三
丁
、
③
九
六
丁
、
④
一
〇
二
丁
、
⑤
八
八
丁
、

⑥
七
四
丁
、
⑦
九
五
丁
、
⑧
七
九
丁
、
⑨
一
一
二
丁
、
⑩
一
一
五
丁
、
⑪
一
一
三
丁
、

⑫
一
二
三
丁 

 

印
記
・「
日
本
政
府
図
書
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

奥
書
の
記
載
は
な
く
、
正
確
な
写
年
・
書
写
者
は
不
明
。
江
戸
時
代
初
期
の
写
か
。 

  

【
三
五
】
平
家 

天
正
一
八
年
写 
一
二
冊 

紅
葉
山
文
庫
旧
蔵 

［
請
求
番
号
特
〇
九
一
‐
〇
〇
〇
六
］ 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
写
本
で
、
天
正
一
八
年
に
、
僧
で
神
道
家
の

梵
舜
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
こ
と
か
ら
通
称
を
「
梵
舜
本
」
と
称
す
る
。
袋
綴
。
一
二

冊
。 

 

本
文
は
漢
字
片
仮
名
ま
じ
り
文
で
、
一
方
流
覚
一
本
系
統
。
各
冊
冒
頭
に
目
録
を
載

せ
る
が
、
本
文
は
章
段
毎
に
分
か
れ
て
は
い
な
い
。 

 

紺
色
表
紙
の
中
央
に
朱
色
の
題
簽
で
、
「
平
家
物
語
巻
第
一
（
～
第
十
二
）
」
と
外
題

を
出
し
て
い
る
が
、
内
題
は
「
平
家
」
で
あ
る
。
題
簽
の
右
肩
に
は
朱
書
で
「
来
歴
志

本
」
の
札
が
貼
付
さ
れ
て
お
り
、『
重
訂
御
書
籍
来
歴
志
』に
記
載
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。 

 

第
一
冊
目
の
見
返
し
に
「
日
本
政
府
図
書
」
の
蔵
書
票
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

各
冊
一
丁
目
に
「
秘
閣
図
書
之
章
」
の
印
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
紅
葉
山
文

庫
旧
蔵
と
考
え
ら
れ
る
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
平
家
物
語
第
一
（
第
十
二
）
」
中
央
朱
色
題
簽
（
一
三
・
五
糎
×
三
・
〇
糎
）

に
墨
書 

 

内
題
・「
平
家
」 

 

表
紙
・
紺
色
表
紙
（
二
五
・
三
糎
×
一
九
・
八
糎
） 

 

料
紙
・
楮
紙 

 

行
数
・
毎
半
葉
一
二
行 

 

字
面
高
さ
・
二
一
・
〇
糎 

 

匡
郭
・
な
し 

 

墨
付
丁
数
・
①
四
一
丁
、
②
五
〇
丁
、
③
四
三
丁
、
④
三
九
丁
、
⑤
四
〇
丁
、
⑥
三

四
丁
、
⑦
四
二
丁
、
⑧
三
六
丁
、
⑨
四
四
丁
、
⑩
四
九
丁
、
⑪
五
七
丁
、
⑫
五
一
丁 

 

印
記
・「
日
本
政
府
図
書
」「
秘
閣
図
書
之
章
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

第
二
冊
目
以
降
に
は
、
梵
舜
に
よ
る
奥
書
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
正
確
な
写
年
が
判

明
す
る
。 

 

②
五
〇
ウ
「
天
正
十
八
年
二
月
廿
七
日
筆
立
三
月
九
日
書
畢 

梵
舜
（
花
押
）
」 

 

③
四
三
ウ
「
天
正
十
八
年
庚
寅
三
月
十
一
日
筆
立
同
月
十
八
日
書
畢 

梵
舜
（
花
押
）
」 

 

④
三
九
ウ
「
天
正
十
八
年
正
月
七
日
書
之
畢 

梵
舜
（
花
押
）
」 

 

⑤
四
〇
ウ
「
天
正
十
八
年
三
月
廿
日
筆
立
同
月
廿
五
日
書
畢
／
紙
数
四
十
枚
／
梵
舜

（
花
押
）
」 

 

⑥
三
四
ウ
「
天
正
十
八
庚
寅
年
三
月
廿
八
日
筆
立
卯
月
六
月
書
畢
／
紙
数
丗
三
枚
／

丗
八
才
／
梵
舜
（
花
押
）
」 

 

⑦
四
二
ウ
「
天
正
十
八
卯
月
七
日
筆
立
同
月
十
七
日
書
畢 

梵
舜
（
花
押
）
」 

 

⑧
三
六
オ
「
天
正
十
八
卯
月
十
九
日
筆
立
同
月
廿
四
書
畢 

梵
舜
（
花
押
）
」 

 
⑨
四
四
ウ
「
天
正
十
八
年
正
月
十
三
日
筆
立
同
月
十
八
日
書
之
／
同
校
合
了
／
梵
舜

（
花
押
）
」 

 

⑩
四
九
オ
「
天
正
十
八
四
月
廿
六
日
筆
立
五
月
八
日
書
畢 

梵
舜
（
花
押
）
」 

 

⑪
五
七
ウ
「
天
正
十
八
五
月
十
七
日
筆
立
同
月
廿
七
日
書
畢 

梵
舜
（
花
押
）
」 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

中
世
文
学
資
料
解
題
① 

一
一
六 

 
⑫
五
一
オ
「
天
正
十
八
五
月
廿
九
日
筆
立
六
月
四
日
書
畢 

梵
舜
（
花
押
）
」 

 
⑫
五
一
ウ
「
右
十
二
冊
予
一
筆
也
此
内
一
四
九
巻
／
以
余
本
写
之
残
九
冊
以
仮
名
之

本
／
片
仮
名
書
足
テ
愚
筆
之
可
有
誤
可
謂
／
後
人
嘲
者
也
／
天
正
十
八
年
林
鐘
三
月 

梵
舜
（
花
押
）
」 

 

特
に
第
十
二
冊
目
の
最
終
丁
に
あ
る
奥
書
に
よ
れ
ば
、
本
書
が
全
て
梵
舜
自
ら
の
筆

で
あ
る
こ
と
、
巻
一
・
巻
四
・
巻
九
の
三
冊
と
残
り
九
冊
で
は
異
な
る
本
か
ら
の
書
写

で
あ
っ
た
こ
と
、
天
正
一
八
年
六
月
に
全
て
の
書
写
を
終
え
た
こ
と
等
が
わ
か
る
。 

 

ま
た
第
一
冊
目
・
第
四
冊
目
に
は
次
の
通
り
本
奥
書
を
載
せ
る
。 

 

①
四
一
オ
「
本
云 

永
正
小
春
二
十
之
日
挑
寒
灯
於
清
涼
謄
之
」 

 

④
三
九
オ
「
本
云
天
正
戊
寅
秋
八
月
廿
又
二
日
了
」 

 

梵
舜
は
吉
田
神
道
を
学
ん
だ
神
道
家
で
、
後
水
尾
天
皇
や
徳
川
家
康
な
ど
多
く
の
人

物
に
神
道
を
講
じ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
豊
臣
秀
吉
が
没
し
た
際
に
は
、
豊
国
神
社
創

建
に
尽
力
し
た
。
同
じ
神
道
家
と
し
て
知
ら
れ
る
吉
田
兼
見
は
実
兄
に
当
た
る
。 

  

【
三
六
】
平
家
物
語 

写
年
不
明 

一
二
冊 

和
学
講
談
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
六
一
］ 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
写
本
で
、
覚
一
本
系
統
の
本
文
を
持
つ
も
の
。

一
二
冊
。
袋
綴
。 

 

代
赭
色
表
紙
（
二
六
・
五
糎
×
一
九
・
〇
糎
）
の
左
肩
に
無
地
の
題
簽
に
「
平
家 

巻

〔
一
〕
～
（
巻
十
一
）
」
と
外
題
が
あ
る
が
、
第
一
冊
目
・
第
二
冊
目
は
一
部
が
剥
が
れ

て
お
り
、
第
一
二
冊
目
は
題
簽
ご
と
脱
落
し
て
お
り
、
左
肩
に
打
付
書
で
「
平
家 

巻

一
二
」
と
あ
る
。
第
一
冊
目
は
題
簽
の
脇
に
「
平
家
灌
頂
」
と
墨
書
で
打
付
書
が
あ
り
、

さ
ら
に
右
肩
に
は
朱
書
で
「
平
家
灌
頂
共
十
一
巻
」
と
打
付
書
が
見
え
る
。
但
し
、
全

体
に
水
損
あ
り
。 

 

蔵
書
印
は
第
一
冊
目
の
場
合
、
目
録
の
あ
る
一
オ
に
「
書
籍
館
印
」「
日
本
政
府
図
書
」

「
和
学
講
談
所
」「
浅
草
文
庫
」、
本
文
の
冒
頭
部
分
に
あ
た
る
二
オ
に
「
図
書
局
文
庫
」

「
日
本
政
府
図
書
」「
内
閣
文
庫
」、
本
文
の
末
尾
に
あ
た
る
五
六
ウ
に
「
図
書
局
文
庫
」

「
日
本
政
府
図
書
」
、
五
七
オ
に
「
内
閣
文
庫
」
の
捺
印
が
あ
る
。
第
二
冊
目
以
降
は
捺

印
箇
所
に
微
妙
な
違
い
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
同
じ
蔵
書
印
が
全
冊
に
見
ら
れ
る
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・
①
～
⑪
「
平
家 

巻
〔
一
〕
（
～
巻
十
一
）
」
左
肩
無
地
料
紙
題
簽
（
一
五
・

二
糎
×
三
・
五
糎
）
に
墨
書
、
⑫
「
平
家 

巻
十
二
」
左
肩
打
付
墨
書 

 

内
題
・「
平
家
」 

 

表
紙
・
代
赭
色
表
紙
（
二
六
・
五
糎
×
一
九
・
〇
糎
） 

 

料
紙
・
楮
紙 

 

行
数
・
毎
半
葉
一
二
行 

 

字
面
高
さ
・
二
一
・
五
糎 

 

匡
郭
・
な
し 

 

墨
付
丁
数
・
①
五
七
丁
、
②
六
七
丁
、
③
五
九
丁
、
④
五
八
丁
、
⑤
五
四
丁
、
⑥
四

六
丁
、
⑦
五
三
丁
、
⑧
四
八
丁
、
⑨
六
八
丁
、
⑩
五
九
丁
、
⑪
七
六
丁
、
⑫
六
八
丁 

 

印
記
・「
書
籍
館
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
和
学
講
談
所
」「
浅
草
文
庫
」「
図
書
局
文

庫
」
「
内
閣
文
庫
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
に
奥
書
は
な
く
、
正
確
な
写
年
・
書
写
者
に
つ
い
て
は
不
明
。 

  

【
三
七
】
平
家
物
語 

写
年
不
明 

二
〇
冊 

紅
葉
山
文
庫
旧
蔵 

［
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
五
六
］ 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

中
世
文
学
資
料
解
題
① 

一
一
七 

  
本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
写
本
で
、
長
門
本
系
統
の
本
文
を
持
つ
も
の
。

袋
綴
。
二
〇
冊
。 

 

長
門
本
は
、
覚
一
本
な
ど
の
語
り
本
系
に
分
類
さ
れ
る
諸
本
が
お
よ
そ
全
一
二
巻
で

あ
る
の
に
対
し
て
本
文
が
多
く
、
全
二
〇
巻
。
読
み
本
系
に
分
類
さ
れ
る
。
現
存
す
る

写
本
の
ほ
と
ん
ど
が
、
旧
阿
弥
陀
寺
（
現
赤
間
神
宮
）
所
蔵
本
を
祖
と
す
る
と
考
え
ら

れ
（
松
尾
葦
江
「
長
門
本
平
家
物
語
伝
本
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
『
軍
記
と
語
り
物
』

一
二
号
、
昭
和
四
八
年
）
、
本
資
料
も
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
旧
阿
弥
陀
寺
（
現
赤

間
神
宮
）
所
蔵
本
は
、
平
家
一
門
が
滅
ん
だ
壇
ノ
浦
に
由
来
す
る
こ
と
か
ら
、
長
ら
く

古
態
を
留
め
た
原
『
平
家
物
語
』
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
一
度
も
出
版
さ
れ
た

こ
と
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
近
世
期
に
は
重
要
視
さ
れ
て
多
く
の
写
本
が
作
ら
れ
た
。

内
閣
文
庫
に
は
現
在
、
五
件
の
長
門
本
系
の
写
本
が
伝
わ
っ
て
い
る
。 

 

本
資
料
は
そ
の
中
で
も
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
の
も
の
。
斐
楮
混
ぜ
漉
き
料
紙
を
用
い
た

袋
綴
の
写
本
で
、
筆
跡
か
ら
見
る
に
少
な
く
と
も
四
～
五
人
が
分
担
し
て
書
写
し
た
も

の
と
推
察
さ
れ
る
。
毎
半
葉
九
行
、
字
高
二
四
・
五
糎
の
体
裁
や
料
紙
は
全
冊
共
通
し

て
い
る
点
か
ら
見
て
、
取
り
合
わ
せ
本
と
は
考
え
に
く
い
。 

 

蔵
書
印
は
各
冊
一
丁
目
「
秘
閣
図
書
之
章
」
の
み
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
長
府
平
家
物
語 

一
（
～
二
十
）
」
左
肩
無
地
料
紙
題
簽
（
二
〇
・
五
糎
×

三
・
二
糎
）
に
墨
書 

 

内
題
・「
平
家
物
語
」 

 

表
紙
・
紺
色
表
紙
（
二
九
・
〇
糎
×
二
〇
・
〇
糎
） 

 

料
紙
・
斐
楮
混
ぜ
漉
き 

 

行
数
・
毎
半
葉
九
行 

 

字
面
高
さ
・
二
四
・
五
糎 

 

匡
郭
・
な
し 

 

墨
付
丁
数
・
①
七
三
丁
、
②
一
〇
三
丁
、
③
七
〇
丁
、
④
五
六
丁
、
⑤
七
五
丁
、
⑥

五
三
丁
、
⑦
八
一
丁
、
⑧
六
四
丁
、
⑨
四
九
丁
、
⑩
一
〇
六
丁
、
⑪
五
三
丁
、
⑫
一
〇

七
丁
、
⑬
五
七
丁
、
⑭
一
〇
〇
丁
、
⑮
八
六
丁
、
⑯
一
一
〇
丁
、
⑰
八
九
丁
、
⑱
一
〇

三
丁
、
⑲
八
九
丁
、
⑳
一
〇
三
丁
、
㉑
六
六
丁
、
㉒
五
一
丁 

 

印
記
・「
秘
閣
図
書
之
章
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
に
奥
書
は
な
く
、
正
確
な
写
年
・
書
写
者
に
つ
い
て
は
不
明
。
前
述
の
通
り
、

複
数
の
筆
写
者
に
よ
る
。 

 

第
六
冊
目
の
末
尾
に
「
此
下
本
書
に
見
え
す
」
と
あ
り
、
元
の
本
に
す
で
に
欠
落
が

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

  

【
三
八
】
平
家
物
語 

享
保
年
間
写
か 

二
〇
冊 

旧
蔵
者
不
明 

［
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
五
七
］ 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
写
本
で
、
長
門
本
系
統
の
本
文
を
持
つ
も
の
。

袋
綴
。
二
〇
冊
。
古
典
資
料
研
究
会
『
平
家
物
語 

長
門
本
』（
芸
林
舎
、
昭
和
五
〇
年
）

の
底
本
で
、
第
七
巻
に
「
解
題
」
（
渥
美
か
を
る
）
が
載
る
。 

 

「
解
題
」
に
よ
れ
ば
本
書
は
前
述
し
た
旧
阿
弥
陀
寺
本
か
ら
の
直
接
転
写
本
で
、
焼

損
し
た
箇
所
に
関
し
て
も
そ
の
特
徴
を
受
け
継
い
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。
な
お
本
書
に

見
ら
れ
る
朱
書
の
傍
書
に
つ
い
て
は
、
別
本
と
の
校
合
の
形
跡
で
あ
る
。 

 

外
題
に
つ
い
て
は
、
①
⑧
⑳
の
三
冊
は
左
肩
に
打
付
書
で
「
平
家
物
語 

一
（
八
・

二
十
）
と
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
「
平
家
物
か
た
り
」「
平
家
も
の
か
た
り
」
な
ど
用
字

が
様
々
で
あ
る
。 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

中
世
文
学
資
料
解
題
① 

一
一
八 

 
表
紙
に
は
「
左
院
蔵
書
」
「
史
官
之
印
」
「
内
史
文
庫
」
の
印
が
見
ら
れ
、
こ
れ
は
各

冊
冒
頭
に
同
じ
印
が
見
ら
れ
る
。
「
史
官
之
印
」
「
内
史
文
庫
」
の
印
は
、
太
政
官
時
代

に
行
政
官
・
議
政
官
に
置
か
れ
た
史
官
の
う
ち
、
さ
ら
に
内
史
で
用
い
ら
れ
て
い
た
も

の
で
明
治
時
代
初
期
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。「
左
院
蔵
書
」
も
明
治
八
年
ま
で

設
置
さ
れ
て
い
た
左
院
で
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
本
書
の
場
合
、
本
文

一
丁
目
に
も
こ
れ
と
同
じ
印
記
が
あ
り
、
さ
ら
に
「
太
政
官
記
録
印
」
の
印
も
捺
さ
れ

て
い
る
。
太
政
官
よ
り
も
以
前
の
旧
蔵
者
の
印
と
思
し
き
も
の
は
、
「
■
氏
文
庫
」
（
長

方
陽
刻
朱
印
、
三
・
〇
糎
×
二
・
二
糎
）
だ
が
、
■
の
部
分
は
墨
塗
り
で
消
印
さ
れ
て

し
ま
っ
て
い
て
判
別
が
で
き
な
い
。
ま
た
各
冊
の
本
文
末
尾
に
は
、
三
・
五
糎
×
一
・

三
糎
の
長
方
形
の
切
り
抜
き
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
本
来
は
こ
こ
に
旧
蔵
者
の
印
が
あ
っ

た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
太
政
官
よ
り
以
前
の
所
蔵
は
不
明
で
あ
る
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・
①
⑧
⑳
「
平
家
物
語 

一
（
八
・
二
十
）
」
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮

⑯
⑰
⑱
⑲
「
平
家
も
の
か
た
り 

二
（
三
～
七
・
九
～
一
九
）
」 

 

内
題
・「
平
家
物
語
」 

 

表
紙
・
香
色
布
目
型
押
表
紙
（
二
六
・
〇
糎
×
一
九
・
〇
糎
） 

 

料
紙
・
楮
紙 

 

行
数
・
毎
半
葉
八
行 

 

字
面
高
さ
・
二
二
・
五
糎 

 

匡
郭
・
な
し 

 

墨
付
丁
数
・
①
一
三
〇
丁
、
②
一
二
〇
丁
、
③
七
九
丁
、
④
七
〇
丁
、
⑤
八
二
丁
、

⑥
五
八
丁
、
⑦
一
〇
三
丁
、
⑧
七
七
丁
、
⑨
五
五
丁
、
⑩
一
〇
三
丁
、
⑪
六
四
丁
、
⑫

一
〇
四
丁
、
⑬
七
二
丁
、
⑭
一
〇
七
丁
、
⑮
九
一
丁
、
⑯
一
三
三
丁
、
⑰
一
〇
二
丁
、

⑱
一
一
三
丁
、
⑲
七
三
丁
、
⑳
五
二
丁 

 

印
記
・「
左
院
蔵
書
」「
太
政
官
記
録
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
史
官
之
印
」「
内
史
文

庫
」
「
■
氏
文
庫
」
（
三
・
〇
糎
×
二
・
二
糎
、
長
方
陽
刻
朱
印
） 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
の
識
語
は
⑳
五
二
オ
に
以
下
の
通
り
あ
る
。 

 

「
平
家
物
語
一
部
二
十
冊
所
在
長
門
／
国
下
関
阿
弥
陀
寺
也
世
謂
長
門
本
又
赤
間
本

／
享
保
之
頃
故
長
州
刺
史
可
寛
得
／
讃
岐
守
大
江
匡
広
所
持
之
正
本
／
而
命
筆
工
等
写

之
令
為
家
蔵
／
者
也
／
為
後
証
記
之
干
旹
寛
保
壬
／
戌
晩
夏
念
二
／
源
台
近
」 

 

「
故
長
州
刺
史
可
寛
」
は
長
門
守
金
森
可
寛
の
こ
と
。「
讃
岐
守
大
江
匡
広
」
は
長
府

藩
主
毛
利
匡
広
、
「
源
台
近
」
は
可
寛
の
子
の
金
森
台
近
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
享
保
年
間
に
故
金
森
可
寛
が
、
毛
利
匡
広
所
蔵
の
正
本
（
旧
阿

弥
陀
寺
本
か
）
を
借
り
受
け
て
、
筆
耕
に
命
じ
て
書
写
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
識
語
は
の
ち
寛
保
二
年
に
金
森
台
近
が
記
し
た
も
の
。
詳
し
く
は
古
典
資
料
研
究

会
『
平
家
物
語 

長
門
本
』
「
解
題
」（
芸
林
舎
、
昭
和
五
〇
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

  

【
三
九
】
平
家
物
語 

明
和
六
年
写
か 

二
一
冊 

那
須
資
明
旧
蔵 

［
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
五
四
］ 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
写
本
で
、
長
門
本
系
統
の
本
文
を
持
つ
も
の
。

袋
綴
。
本
文
の
ほ
か
目
録
一
冊
を
付
す
の
で
、
二
一
冊
。 

 

第
一
冊
目
の
外
題
は
左
肩
に
打
付
書
で
「
長
門
本
平
家
物
語 

目
録
」
と
あ
る
。
ま

ず
序
文
を
載
せ
、
そ
の
後
に
総
目
録
を
載
せ
る
。
目
録
の
欠
け
て
い
る
巻
一
の
場
合
に

は
「
平
家
発
端
大
概
記
平
家
之
序
文
な
り
」
、
巻
六
・
九
・
十
一
・
十
三
は
「
目
録
無
之
」

と
記
し
て
い
る
。
第
一
冊
目
の
裏
見
返
（
一
七
オ
）
の
ノ
ド
に
「
明
和
六
年
己
丑
二
月

三
日
」
と
、
目
録
と
同
筆
の
墨
書
が
あ
る
。 

 

第
二
冊
目
の
末
尾
（
一
二
二
ウ
）
に
は
傍
書
と
同
筆
で
「
以
読
耕
斎
蔵
本
一
校
了
」



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

中
世
文
学
資
料
解
題
① 

一
一
九 

と
あ
り
、
第
三
冊
目
の
末
尾
（
九
一
オ
）
に
も
同
様
の
筆
跡
で
「
一
校
了
」
と
あ
る
。

第
四
冊
目
末
尾
（
九
一
ウ
）
に
は
「
天
保
■
年
四
月
廿
日
以
読
耕
斎
本
一
校
了
」
と
朱

書
が
あ
る
が
、
■
部
分
が
綴
目
に
当
た
り
判
読
が
難
し
い
。
古
典
資
料
研
究
会
『
平
家

物
語 

長
門
本
』
「
解
題
」（
渥
美
か
を
る
、
芸
林
舎
、
一
九
七
五
年
）
で
は
「
天
明
■

年
」
と
推
測
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
、
元
号
は
「
天
保
」
が
正
し
い
。
お
そ
ら

く
「
天
保
六
年
」
あ
る
い
は
「
天
保
九
年
」
で
あ
る
。 

 

各
冊
冒
頭
に
「
神
祇
官
文
庫
印
」「
宣
教
使
」「
教
部
省
文
庫
印
」「
図
書
局
文
庫
」「
日

本
政
府
図
書
」「
内
一
二
五
九
九
号
」
の
捺
印
が
あ
り
、
教
部
省
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
第
二
冊
目
・
第
三
冊
目
に
は
布
銭
形
の
朱
色
陽
刻
印
「
石
原
文
庫
」

の
捺
印
が
あ
る
。
こ
れ
は
幕
臣
の
那
須
資
明
（
宝
永
六
年
に
家
督
を
継
ぐ
、
徳
川
家
治

に
仕
え
る
）
の
蔵
書
印
で
あ
る
。 

 

第
一
四
冊
目
に
一
四
・
六
糎
×
八
・
五
糎
の
付
箋
が
挟
ま
れ
て
い
る
が
、
本
来
あ
る

べ
き
丁
か
ら
剥
が
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
源
平
盛
衰
記
』
と
の
校
合
に
つ
い
て
記
さ

れ
た
も
の
。
第
一
七
冊
目
に
も
二
一
・
二
糎
×
六
・
五
糎
の
朱
書
附
箋
が
挟
ま
れ
て
い

て
、
こ
ち
ら
に
は
「
水
戸
御
本
」
と
の
校
合
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
第
二
一
冊
目

に
は
一
九
・
八
糎
×
三
・
八
糎
の
朱
書
附
箋
が
挟
ま
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
は
『
東
鑑
』

『
吉
記
』
の
記
載
が
あ
る
。 

 

第
一
冊
目
・
第
二
冊
目
の
表
紙
は
水
損
が
著
し
く
、
外
題
が
一
部
欠
け
て
い
る
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
長
門
本
平
家
物
語 

目
録
（〔
一
〕
～
二
十
）
」 

 

内
題
・「
平
家
物
語
」 

 

表
紙
・
縹
色
布
目
型
押
表
紙
（
二
六
・
五
糎
×
一
八
・
五
糎
） 

 

料
紙
・
楮
紙 

 

行
数
・
毎
半
葉
八
行 

 

字
面
高
さ
・
二
二
・
五
糎 

匡
郭
・
な
し 

 

墨
付
丁
数
・
①
一
七
丁
、
②
一
三
二
丁
、
③
一
二
二
丁
、
④
九
一
丁
、
⑤
七
〇
丁
、

⑥
七
六
丁
、
⑦
五
八
丁
、
⑧
九
四
丁
、
⑨
八
二
丁
、
⑩
六
一
丁
、
⑪
一
一
八
丁
、
⑫
六

八
丁
、
⑬
一
二
六
丁
、
⑭
八
一
丁
、
⑮
一
一
七
丁
、
⑯
一
〇
七
丁
、
⑰
一
四
九
丁
、
⑱

一
二
八
丁
、
⑲
一
三
八
丁
、
⑳
八
五
丁
、
㉑
六
七
丁 

 

印
記
・
各
冊
一
オ
「
神
祇
官
文
庫
印
」「
宣
教
使
」「
教
部
省
文
庫
印
」「
図
書
局
文
庫
」

「
日
本
政
府
図
書
」
「
内
一
二
五
九
九
号
」
②
③
一
オ
「
石
原
文
庫
」（
布
銭
形
朱
色
陽

刻
印
） 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

前
述
し
た
通
り
、
第
一
冊
目
の
裏
見
返
（
一
七
オ
）
の
ノ
ド
に
目
録
と
同
じ
筆
跡
で

「
明
和
六
年
己
丑
二
月
三
日
」
と
あ
り
、
明
和
六
年
の
写
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る

が
、
筆
跡
か
ら
見
て
本
資
料
は
複
数
人
で
書
写
し
て
お
り
、
す
べ
て
が
明
和
六
年
に
写

し
終
え
た
か
ど
う
か
は
判
断
が
難
し
い
。 

 

第
二
一
冊
目
末
尾
（
六
七
ウ
）
に
は
、
傍
書
と
同
じ
筆
跡
の
朱
書
で
次
の
通
り
あ
る
。 

 

「
平
家
物
語
巻
第
二
十
惣
終
／
右
朱
及
墨
傍
註
者
狩
野
晴
川
法
印
蔵
本
読
耕
斎
印
ア

ル
／
本
ヲ
以
テ
校
合
ス
本
書
ハ
長
門
国
阿
弥
陀
寺
蔵
本
之
写
■
■
■
■
／
■
■
■
ヨ
リ

借
得
謄
写
畢
」 

 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
校
合
は
狩
野
晴
川
法
印
蔵
書
を
元
に
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
狩
野
晴
川
法
印
と
は
、
木
挽
町
狩
野
派
の
狩
野
養
信
の
こ
と
。
天
保
四
年
に
法
印

と
な
っ
て
い
る
点
か
ら
見
て
、
こ
の
朱
書
は
天
保
四
年
以
降
の
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ

れ
る
。 

 
な
お
■
の
部
分
は
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
消
さ
れ
て
い
る
が
、「
毛
利
甲
斐
守
元
義
」
と
あ

る
こ
と
が
か
ろ
う
じ
て
判
別
で
き
る
。
こ
れ
は
府
中
藩
主
毛
利
元
義
の
こ
と
で
、
天
明

五
年
に
生
ま
れ
、
天
保
一
四
年
に
没
し
た
。
明
和
六
年
の
年
記
が
正
し
い
と
す
る
と
、

毛
利
元
義
の
生
き
た
年
代
と
大
き
く
離
れ
て
し
ま
う
の
で
、
こ
の
部
分
は
意
図
的
に
消



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

中
世
文
学
資
料
解
題
① 

一
二
〇 

さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。 

  

【
四
〇
】
平
家
物
語 

写
年
不
明 

二
〇
冊 

内
務
省
旧
蔵 

［
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
六
〇
］ 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
写
本
で
、
長
門
本
系
統
の
本
文
を
持
つ
も
の
。

袋
綴
。
二
〇
冊
。 

 

横
刷
毛
目
表
紙
の
左
肩
に
「
平
家
物
語 

一（
～
二
十
）
」と
墨
書
で
打
付
書
が
あ
る
。 

 

本
文
は
毎
半
葉
九
行
、
各
冊
冒
頭
に
目
録
を
出
し
て
い
る
が
、
第
一
三
冊
目
・
第
一

四
冊
目
・
第
一
五
冊
目
だ
け
毎
半
葉
一
〇
行
で
、
目
録
が
二
段
に
分
け
て
書
か
れ
る
な

ど
、
体
裁
が
大
き
く
異
な
る
。
ま
た
筆
跡
も
異
な
っ
て
い
る
。 

 

各
冊
冒
頭
に
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
太
政
官
文
庫
」
印
あ
り
。

ほ
か
に
蔵
書
印
等
は
見
受
け
ら
れ
ず
、
内
務
省
以
前
の
旧
蔵
者
は
不
明
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
平
家
物
語 

一
（
～
二
十
）
」 

 

内
題
・「
平
家
物
語
」 

 

表
紙
・
砥
粉
色
地
横
刷
毛
目
表
紙
（
二
六
・
三
糎
×
一
八
・
八
糎
） 

 

料
紙
・
楮
紙 

 

行
数
・
①
～
⑫
、
⑯
～
⑳
毎
半
葉
九
行
、
⑬
～
⑮
毎
半
葉
一
〇
行 

 

字
面
高
さ
・
二
三
・
〇
糎 

 

匡
郭
・
な
し 

 

墨
付
丁
数
・
①
一
一
〇
丁
、
②
九
二
丁
、
③
七
九
丁
、
④
六
五
丁
、
⑤
六
六
丁
、
⑥

五
三
丁
、
⑦
八
四
丁
、
⑧
六
七
丁
、
⑨
九
〇
丁
、
⑩
四
二
丁
、
⑪
八
九
丁
、
⑫
五
一
丁
、

⑬
八
五
丁
、
⑭
七
五
丁
、
⑮
一
〇
二
丁
、
⑯
九
七
丁
、
⑰
一
〇
九
丁
、
⑱
七
一
丁
、
⑲

五
〇
丁 

 

印
記
・
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」
「
日
本
政
府
図
書
」
「
太
政
官
文
庫
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
に
は
奥
書
が
な
い
た
め
、
は
っ
き
り
と
し
た
写
年
・
書
写
者
は
不
明
。
異
な

る
筆
跡
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
二
人
以
上
の
手
に
よ
る
書
写
で
あ
る
。 

  

【
四
一
】
平
家
物
語 

天
保
年
間
か 

二
〇
冊 

元
老
院
旧
蔵 

［
請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
五
八
］ 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
写
本
で
、
長
門
本
系
統
の
本
文
を
持
つ
も
の
。

袋
綴
。
二
〇
冊
。 

 

縹
色
表
紙
の
左
肩
に
雲
母
引
料
紙
の
題
簽
で
外
題
が
あ
る
。
但
し
、
第
二
冊
目
は
題

簽
が
脱
落
し
て
お
り
左
肩
に
打
付
書
き
さ
れ
て
い
る
。
第
七
冊
目
は
題
簽
欠
。
第
一
一

冊
目
・
第
一
九
冊
目
は
別
の
無
地
の
題
簽
に
な
っ
て
い
る
。 

 

第
一
冊
目
見
返
し
に
巻
一
の
目
録
を
示
し
た
附
箋
あ
り
。
本
文
と
は
別
筆
。
ま
た
第

二
冊
目
の
一
丁
目
に
は
横
長
（
一
四
・
〇
糎
×
四
六
・
〇
糎
）
の
付
箋
が
三
つ
折
り
で

貼
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
第
一
一
冊
目
に
も
同
様
の
付
箋
（
一
三
・
八
糎
×
二
二
・
〇

糎
）
あ
り
。
そ
れ
ぞ
れ
校
合
と
目
録
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。 

 

墨
書
さ
れ
て
い
る
本
文
の
ほ
か
、
朱
で
校
合
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

 

印
記
は
各
冊
冒
頭
に
「
元
老
院
図
書
記
」「
太
政
官
文
庫
」
と
あ
り
、
本
書
が
元
老
院

旧
蔵
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・
①
「
平
家
物
語 

第
一
」
左
肩
雲
母
引
料
紙
題
簽
（
一
六
・
〇
糎
×
二
・
二

糎
）
に
墨
書
、
②
「
平
家
物
語
第
二
」
左
肩
打
付
墨
書
、
③
～
⑥
「
平
家
物
語 

第
三



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

中
世
文
学
資
料
解
題
① 

一
二
一 

（
～
第
六
）
」
左
肩
雲
母
引
料
紙
題
簽
（
一
六
・
〇
糎
×
二
・
二
糎
）
に
墨
書
、
⑦
題
簽

欠
、
⑧
～
⑩
「
平
家
物
語 

第
八
（
～
第
拾
）
」
左
肩
雲
母
引
料
紙
題
簽
（
一
六
・
三
糎

×
三
・
三
糎
）
に
墨
書
、
⑪
「
平
家
物
語 

巻
十
一
」
左
肩
無
地
料
紙
題
簽
（
一
八
・

五
糎
×
三
・
三
糎
）
、
⑫
～
⑱
「
平
家
物
語 

第
拾
弐
（
～
第
拾
八
）
」
左
肩
雲
母
引
料

紙
題
簽
（
一
六
・
一
糎
×
三
・
三
糎
）
に
墨
書
、
⑲
「
平
家
物
語 

巻
十
四
」
左
肩
無

地
料
紙
題
簽
（
一
五
・
三
糎
×
三
・
三
糎
）
、
⑳
「
平
家
物
語 

第
弐
拾
」
左
肩
雲
母
引

料
紙
題
簽
（
一
六
・
〇
糎
×
二
・
二
糎
）
に
墨
書 

 

内
題
・「
平
家
物
語
」 

 

表
紙
・
縹
色
表
紙
（
二
七
・
〇
糎
×
一
九
・
五
糎
） 

 

料
紙
・
楮
紙 

 

行
数
・
毎
半
葉
七
行 

 

字
面
高
さ
・
二
〇
・
〇
糎 

 

匡
郭
・
な
し 

 

墨
付
丁
数
・
①
一
二
二
丁
、
②
七
四
丁
、
③
七
九
丁
、
④
七
四
丁
、
⑤
八
三
丁
、
⑥

六
一
丁
、
⑦
七
六
丁
、
⑧
六
〇
丁
、
⑨
四
四
丁
、
⑩
八
三
丁
、
⑪
四
六
丁
、
⑫
八
〇
丁
、

⑬
七
三
丁
、
⑭
五
三
丁
、
⑮
一
一
九
丁
、
⑯
八
九
丁
（
一
五
丁
目
後
補
、
高
さ
二
五
・

三
糎
）、
⑰
一
〇
九
丁
、
⑱
八
一
丁
、
⑲
八
五
丁
、
⑳
五
七
丁 

 

印
記
・「
元
老
院
図
書
記
」「
太
政
官
文
庫
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
に
は
数
冊
お
き
に
奥
書
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

 

①
一
二
二
ウ
「
天
保
四
癸
巳
年
四
月
初
五
日
畢 

弥
生
五
日
よ
り
初
候
（
花
押
）
」（
朱

書
） 

 

⑤
八
三
ウ
「
天
保
四
癸
巳
文
月
初
五
日
校
合
畢 

利
長
（
花
押
）
」
（
朱
書
） 

 

⑧
六
〇
ウ
「
あ
め
や
す
き
こ
ゝ
の
つ
の
う
る
う
卯
月
の
永
の
日
に
／
文
の
お
よ
は
ん

か
き
り
う
つ
し
つ 

源
利
長
（
花
押
）
」
（
墨
書
） 

 

⑳
五
七
オ
「
甲
年
重
陰
廿
日
校
合
畢 

ら
く
た
（
花
押
）
」
（
朱
書
） 

 

⑳
五
七
ウ
「
天
保
八
丁
酉
年
文
月
廿
四
日 

遠
山
氏
楽
土
翁
行
年
八
十
六
歳
終
／
此

世
か
ら
国
の
八
隅
に
響
く
名
は
死
出
の
旅
路
の
／
道
に
迷
は
し
／
か
く
申
送
候
此
物
語

巻
く
供
養
の
た
め
読
手
向
／
奉
り
候
／
楽
陀
」 

 

こ
の
奥
書
を
見
る
限
り
、
天
保
四
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
、
校
合
が
加
え
ら
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
第
八
冊
目
の
奥
書
か
ら
す
る
と
、
本
文
の
書
写
も
同
時
期
と
推
察

で
き
る
。
特
に
注
目
す
べ
き
は
第
二
〇
冊
目
の
奥
書
で
、
こ
こ
に
あ
る
「
遠
山
氏
楽
土

翁
」
と
は
、
長
崎
奉
行
を
務
め
た
遠
山
景
晋
（
一
七
五
二
～
一
八
三
七
）
の
こ
と
で
あ

る
。
楽
土
と
号
し
、
天
保
八
年
七
月
二
二
日
に
八
六
歳
（
官
年
）
で
没
し
た
。
「
楽
陀
」

は
彼
の
号
を
も
じ
っ
た
も
の
（「
駱
駝
」
「
落
堕
」
と
か
か
る
か
）
で
あ
り
、
奥
書
に
あ

る
「
源
利
長
」
の
号
で
、
景
晋
と
近
し
い
人
物
だ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。 

  

【
四
二
】
平
家
物
語 

写
年
不
明 

一
二
冊 

紅
葉
山
文
庫
旧
蔵 

［
請
求
番
号
特
一
〇
一
‐
〇
〇
〇
七
］ 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
写
本
で
、
一
般
的
に
は
「
城
方
本
」（
「
国
民

文
庫
本
」
）
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
袋
綴
。
一
二
冊
。 

 

山
田
孝
雄
の
『
平
家
物
語
考
』（
明
治
四
四
年
）
に
「
慶
長
書
写
城
方
本
」
と
項
目
を

立
て
て
い
る
の
が
本
資
料
に
当
た
る
が
、
奥
書
が
な
い
た
め
慶
長
年
間
の
書
写
で
あ
る

か
ど
う
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
表
紙
に
朱
で
「
来
歴
志
本
」
と
書
か
れ
た
付
箋
が
貼

付
さ
れ
て
お
り
、
『
重
訂
御
書
籍
来
歴
志
』
に
「
古
写
本
ニ
シ
テ
城
方
流
ノ
句
読
ア
リ
」

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
本
資
料
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
平
家
物
語

考
』
は
「
句
読
は
朱
点
を
加
ふ
。
即
ち
来
歴
志
に
い
へ
る
城
方
流
の
句
読
と
は
こ
れ
な

る
べ
し
」
と
述
べ
、
彰
考
館
所
蔵
の
八
坂
本
と
比
較
し
て
い
る
。
近
年
の
研
究
に
お
い



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

中
世
文
学
資
料
解
題
① 

一
二
二 

て
は
八
坂
本
系
二
類
本
に
分
類
さ
れ
る
。（
山
下
宏
明
編
『
平
家
物
語
八
坂
系
諸
本
の
総

合
的
研
究
』
平
成
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
〔
総
合
研
究
Ａ
〕
研
究
成
果
報
告
書
、

平
成
八
年
） 

 

外
題
は
左
肩
に
金
茶
色
の
題
簽
で
「
平
家
物
語 

巻
第
一
（
～
二
十
止
）
」
と
墨
書
し

て
あ
る
が
、
第
一
冊
目
に
限
り
、
題
簽
の
右
上
に
「
城
方
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
本

資
料
は
こ
れ
に
よ
っ
て
「
城
方
本
」
と
称
さ
れ
る
。
外
題
の
文
字
と
は
別
筆
。 

 

各
冊
第
一
丁
目
に
「
秘
閣
図
書
之
章
」
印
あ
り
。
ほ
か
「
日
本
政
府
図
書
」
の
印
が

捺
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
冊
次
に
よ
っ
て
場
所
が
異
な
っ
て
い
る
。 

 

全
冊
と
も
地
に
水
損
あ
り
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
平
家
物
語 

巻
第
一
（
～
二
十
止
）
」
左
肩
金
茶
色
料
紙
題
簽
（
一
八
・
三

糎
×
三
・
三
糎
）
に
墨
書 

 

内
題
・「
平
家
物
語
」 

 

表
紙
・
浅
葱
色
地
卍
字
繋
艶
出
表
紙
（
二
六
・
七
糎
×
一
九
・
八
糎
） 

 

料
紙
・
楮
紙 

 

行
数
・
毎
半
葉
八
行 

 

字
面
高
さ
・
二
二
・
二
糎 

 

匡
郭
・
な
し 

 

墨
付
丁
数
・
①
九
三
丁
、
②
九
一
丁
、
③
一
三
四
丁
、
④
九
二
丁
、
⑤
七
六
丁
、
⑥

六
三
丁
、
⑦
八
三
丁
、
⑧
六
七
丁
、
⑨
一
一
八
丁
、
⑩
八
一
丁
、
⑪
九
二
丁
、
⑫
一
〇

七
丁 

 

印
記
・「
秘
閣
図
書
之
章
」「
日
本
政
府
図
書
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
に
奥
書
は
な
い
。『
重
訂
御
書
籍
来
歴
志
』
は
「
古
写
本
ニ
シ
テ
城
方
流
ノ
句

読
ア
リ
」
と
す
る
。
『
改
訂
内
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
』
は
「
慶
長
書
写
城
方
本
」
「
来

歴
志
著
録
本
」「
〔
慶
長
〕
写
」
と
す
る
。 

  

【
四
三
】
平
家
物
語 

写
年
不
明 

一
三
冊 

紅
葉
山
文
庫
旧
蔵 

［
請
求
番
号
特
〇
二
二
‐
〇
〇
〇
一
］ 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
写
本
で
、
一
般
的
に
「
秘
閣
粘
葉
本
」
と
称

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
綴
葉
装
。
一
三
冊
。 

 

山
田
孝
雄
『
平
家
物
語
考
』（
明
治
四
四
年
）
に
「
秘
閣
粘
葉
本
」
と
名
付
け
ら
れ
て

紹
介
さ
れ
た
こ
と
か
ら
以
降
こ
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
粘
葉
装
で
は
な

く
綴
葉
装
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
遊
紙
が
多
い
。 

 

地
厚
の
斐
紙
に
、
金
泥
・
銀
泥
で
霞
や
秋
草
の
下
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
ほ
ぼ
全
て

の
丁
の
図
柄
が
異
な
っ
て
お
り
（
主
に
秋
草
・
観
世
水
・
切
箔
・
松
・
波
・
千
鳥
等
）

贅
の
こ
ら
さ
れ
た
美
品
で
あ
る
。
見
返
し
も
絹
張
り
で
、
金
泥
で
霞
や
秋
草
文
様
が
施

さ
れ
て
い
る
。
二
二
・
五
糎
×
一
八
・
二
糎
の
正
方
形
に
近
い
形
で
、
全
て
の
丁
が
色

紙
の
よ
う
に
装
飾
さ
れ
、
毎
半
葉
八
行
の
大
き
な
文
字
で
本
文
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。

表
紙
も
金
茶
色
地
に
縹
色
の
山
路
文
を
織
っ
た
も
の
で
、
中
央
の
題
簽
も
金
茶
色
の
料

紙
に
金
泥
で
襷
花
菱
が
下
絵
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。 

 

装
飾
方
法
に
つ
い
て
は
狩
野
派
の
関
連
が
う
か
が
え
る
。 

 

本
資
料
は
紅
葉
山
文
庫
の
旧
蔵
で
あ
る
こ
と
は
「
秘
閣
図
書
之
章
」
印
か
ら
わ
か
る

も
の
の
、
正
確
な
来
歴
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
但
し
嫁
入
り
本
な
ど
の
奥
道
具
な
い
し

工
芸
品
と
し
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。 

 

観
音
開
き
の
扉
を
持
つ
箱
（
二
七
・
五
糎
×
二
三
・
〇
糎
×
四
三
・
五
糎
）
に
収
納

さ
れ
て
お
り
、
扉
に
は
金
泥
で
「
平
家
物
語
／
拾
弐
巻
」
と
あ
る
。
扉
に
は
金
具
が
二

つ
付
い
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
元
の
鍵
が
破
損
し
た
た
め
、
あ
と
か
ら
留
め
具
と
し
て



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

中
世
文
学
資
料
解
題
① 

一
二
三 

金
具
が
も
う
一
つ
付
け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
箱
の
天
に
も
持
ち
手
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

内
部
は
四
段
に
仕
切
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
引
き
出
し
に
な
っ
て
お
り
、
上
か
ら

四
冊
・
三
冊
・
三
冊
・
三
冊
と
収
納
さ
れ
て
い
る
。
引
き
出
し
の
高
さ
は
そ
れ
ぞ
れ
、

一
二
・
〇
糎
、
八
・
〇
糎
、
九
・
二
糎
、
九
・
二
糎
で
あ
る
。 

 

本
資
料
は
灌
頂
巻
を
持
た
ず
、
い
わ
ゆ
る
断
絶
平
家
型
の
本
文
を
持
つ
。
分
類
と
し

て
は
八
坂
系
二
類
本
に
当
た
り
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
本
と
近
し
い
。
但
し
、
加
筆
・

誤
脱
も
多
く
、
豪
華
本
と
し
て
製
作
さ
れ
た
た
め
本
文
の
正
確
性
に
は
乏
し
い
。
最
初

に
総
目
録
を
一
冊
置
く
た
め
、
一
二
巻
一
三
冊
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
平
家
物
語
目
録
（
一
～
十
二
）
」
中
央
金
茶
色
金
泥
襷
花
菱
文
様
料
紙
題
簽

（
一
三
・
〇
糎
×
三
・
二
糎
） 

 

内
題
・「
平
家
物
語
」 

 

表
紙
・
金
茶
色
地
縹
色
山
路
文
様
（
織
）
表
紙
（
二
二
・
五
糎
×
一
八
・
二
糎
） 

 

見
返
し
・
金
泥
霞
秋
草
文
様
（
織
） 

 

遊
紙
・
①
本
文
前
一
丁
・
本
文
後
八
丁
、
②
前
一
丁
・
後
三
丁
、
③
前
一
丁
・
後
五

丁
、
④
前
一
丁
・
後
二
丁
、
⑤
前
一
丁
・
後
二
丁
、
⑥
前
一
丁
・
後
一
丁
、
⑦
前
一
丁
・

後
一
丁
、
⑧
前
一
丁
・
後
三
丁
、
⑨
前
一
丁
・
後
四
丁
、
⑩
前
一
丁
・
後
四
丁
、
⑪
前

一
丁
・
後
五
丁
、
⑫
前
一
丁
・
後
三
丁 

 

料
紙
・
斐
紙 

 

行
数
・
毎
半
葉
八
行 

 

字
面
高
さ
・
一
七
・
〇
糎 

 

匡
郭
・
な
し 

 

墨
付
丁
数
・
①
一
五
丁
、
②
一
二
九
丁
、
③
一
三
七
丁
、
④
一
九
五
丁
、
⑤
一
四
三

丁
、
⑥
一
三
一
丁
、
⑦
一
二
七
丁
、
⑧
一
二
七
丁
、
⑨
九
八
丁
、
⑩
一
五
八
丁
、
⑪
一

四
〇
丁
、
⑫
一
四
四
丁
、
⑬
一
六
五
丁 

 

印
記
・
①
「
秘
閣
図
書
之
章
」
、
①
見
返
し
「
日
本
政
府
図
書
」
（
票
） 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
に
奥
書
は
な
い
。
豪
華
本
の
体
裁
か
ら
想
定
す
る
に
江
戸
時
代
前
期
か
。 

 

（
調
査
員
） 
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